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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１




　坂ばかりの街並を、津つ田だ沼ぬま輝てるは息せき切らして歩いていた。夏の太陽は容よう赦しやなく彼の赤茶けた髪かみを照らし、汗あせは玉のようにひっきりなしに肌はだを伝う。


「まだつかないのかぁ」


　手の甲こうで汗を拭ぬぐい、輝は情けなく音をあげた。行けども行けども目指す校舎は見つからず、坂道は果てしなく続くかに見える。


　田舎いなか町のことである。ぐるりと三百六十度見渡しても、あたりには人っ子一人見当たらない。人どころか、猫ねこの仔こ一匹ぴきいないのだ。


「ゴーストタウンかよ、ここはっ」


　誰だれかに道を聞きたい。輝はもう四十分も前からそう願い続けていたが、その四十分間、一度たりとも人に会える機会は持てなかった。


「はー…、もう、いいや…」


　早々にあきらめて、輝は身近な石段に腰こし掛かけた。大きな楠くすのきが木こ陰かげを作ってくれていて、心地好い場所だった。


「こんなんでやってけんのかな～…オレ」


　汗が搾しぼれそうなほど濡ぬれたＴシャツを、風を入れるためにパタパタと揺ゆらしながら、輝は遠くまで続く坂の上に視線を遣やった。陽炎かげろうが、カーテンのように揺らめいていた。


「はぁ…」


　と、また大きなため息が出る。ここ数日、輝はずっと気き鬱うつだった。


（やだな～、知らない街で暮らすのは…）


　三ヵ月前、輝の両親は事故で揃そろって他界した。もともとあまり仲のいい両親ではなかったし、輝自身も決して可愛かわいがられていたわけではなかったが、それでも保護者をいっぺんに亡くしたショックは大きかった。


　更さらに加えて、十七歳の輝には親代わりとなってくれる存在が一人もいなかった。両親は共に親しん戚せき付き合いを拒こばみ、結婚して以来ほとんど交流がなかったという。見ず知らずの他人も同然の輝を、引き取ってくれる親戚など現れるはずもなかった。


　葬そう儀ぎから三ヵ月も過ぎ去ったある日のこと。輝の住んでいた地元の民生委員が、息せき切らしてやってきた。曰いわく、「きみを引き取りたいという男が現れた」という。


　輝は最初驚おどろき、次に落らく胆たんした。


　その時には輝はもう高校を中退して働く決意をしていたし、そんな自由な生活も悪くないかも知れないと思っていたからだ。それを急に、新たな保護者のもとで管理されて暮らせと言われても、素直に喜ぶことはできなかった。


（けど、いまさら断るってのもなぁ…）


　迷った末に輝がその保護者の元に行くことを決意したのは、多少なりとも高校生活に未練があったからに他ほかならない。せっかくあと一年ちょっとで卒業できるというのに、途と中ちゆうでやめてしまうのは惜おしかった。それに、今中退したら彼の学歴は中卒ということになってしまう。それはできればさけたかったのだ。


　しかし、ようやく決意を固めた輝の元に、件くだんの『保護者』は現れなかった。かわりに彼の代理を名乗る男がやってきて、「あなたの新しい高校はここです」と地図と入学案内を手渡し去っていった。地図には、都心から三十キロほど離れた地方都市の場所が記され、入学案内にはその都市から更に山やま奥おくに入ったところにある全ぜん寮りよう制せいの男子校・玉ぎよく条じよう学園の子細が書かれていた。


　姿を見せない『保護者』と、行ったこともないほど遠い場所にある高校。


　そのどちらもが輝に多大な不安を与えたが、他に行く当てなどありはしない。仕方なく輝は、こうして一人で初夏の道を辿たどっていた。


　が、早々に迷った。


（ちっくしょぉ～…、どーせ今着いたって夏休み直前だろーしな…、サボッて帰っちまおうかな～…）


　金ならあった。保護者代理と名乗る男が、当座の生活費にと二十万円置いていったからだ。輝はポケットを探り、金と一いつ緒しよに同どう封ふうされていた名めい刺しを取り出ししげしげと眺ながめた。『宮みや元もと商事代表取とり締しまり役やく・宮元匡きよう輔すけ』。


　名刺に記された役職は立派で、実際輝は宮元商事という会社の名前も知っていた。歴れつきとした一部上場企き業ぎようである。


（そんな大きい会社の金持ちが、なんでオレなんかの保護者に名乗り出たんだ？　オヤジの知り合いだったって聞いたけど…）


　輝の父親は、しがない車のセールスマンだった。とてもこんな大きな会社の社長と『友達付き合い』ができる身分の男ではない。学生時代の友人という説も考えにくかった。


（ま、いいか。とにかく高校さえ出られれば…）


　気を取り直して、輝はまた坂道を上り始める。住んでいたアパートはとっくに引き払ってしまった。用意された高校の寮へ、行くしかないことは重々承知している。


　強い陽ひ射ざしで、また目が眩くらむ。だから輝はその光景を、一いつ瞬しゆん幻まぼろしかなにかではないかと疑った。


「…え？」


　駅を出てからおよそ一時間ぶりに、輝は人ひと影かげを目に映した。二十メートルほど離はなれた、恐おそらくは寺へと続く石段の真ん中あたりに、人が座っていた。男だった。


　強い陽射しの只ただ中なかで、それは残像のように儚はかなげで、本当に実在しているのかどうかも不安になるくらいだった。目をこすって、よくよく確かめてみる。いる。確かに、そこにいる。


「なんだ…、人、いるじゃんっ」


　輝は弾はじかれたように駆かけ出した。うれしかった。ようやく人に会えたのだ。これで道が聞ける。この暑さからもあと少しで解放されるかも知れない。


　全力で走って、輝は階段に座るその男の前へと飛び出した。


「あのー、すみませんっ」


　輝が声をかけると、今初めて輝の出現に気づいたかのように男は顔を上げた。年の頃ころは二十歳くらいの、端たん正せいな顔をした男だった。顔を見た途と端たん、輝は喉のどまで出かかっていた言葉を失った。


（き、きれーな顔…）


　道を尋たずねるという当初の目的もすっかり忘れて、輝はじっと男の顔を凝ぎよう視しした。海にでも行った後なのだろうか。肌は健康的な小麦色で、この暑さの只中でも一ひと粒つぶの汗もかいてはいない。虚うつろに輝を見上げてくる双そう眸ぼうは黒よりも暗い烏う羽ば玉たま色で、左の目だけがなぜだか少し灰色がかって見えた。きれいにセットされた前髪が、一筋額にかかって揺れている。


　呆ぼう然ぜんと男の前に立ち尽つくしていると、男は突とつ然ぜん、すっと立ち上がった。


「うおっ!?」


　思わず輝は、後ろに飛び退のいた。男の上背が思っていたよりもずっと高く、威い圧あつ感かんさえ覚えたからだ。


（すげーでかっ…、百九十くらいねえか!?）


　百六十と少ししか身長がない輝には、男は途と轍てつもなく大きく見えた。男はじっと、涼すずしげな目で輝を見み詰つめる。なんだか急に、輝は自分が恥はずかしくなった。汗だくで不平をこぼしていた輝とは対照的に、男の物腰は実に優ゆう雅がで気品があった。身なりだって、この暑いのにきちんとネクタイまで締しめているし、シャツだって真っ白で見るからに高級そうだ。更に加えてこの美しい顔立ち。


　暑さとは違ちがう理由で、輝は耳まで赤くなった。かぁっと頭に血が昇るのを感じた。


「なにか？」


　輝の旋毛つむじを見下ろす形で、男は静かに聞いてきた。輝は両手を握にぎり締め、しどろもどろに質問に答えた。


「あの…っオレ、玉条学園に……っ」


「ああ」


　皆まで言わなくても、彼はすぐに察してくれた。男にしては繊せん細さいな指が、すっと坂の上を指した。


「ここをずっとまっすぐ、三十分くらい行ったところにある」


「さ、三十分ーッ!?」


　輝の口から、悲鳴にも似た絶ぜつ叫きようがこぼれる。


「さ、三十分て、ここから更に歩いて三十分!?　バスとかは!?」


「ない。タクシーなら駅前から呼べないこともないが」


（マジかよ～…！）


　輝はぐるりと周囲を見渡した。電話ボックスなんて一つも見当たらなかったし、ここへ来る道程でも見た記き憶おくはなかった。更に輝は、携けい帯たい電話も持っていない。つまり、歩いていくしかないのだ。


「わかったす…、どうも、ありがとう…」


　肩かたを落として、輝は坂道を歩き出す。すると男が、輝の背中を呼び止めた。


「あ、ちょっと…」


「なにっ？」


　輝は喜色を満面に浮かべて振ふり向いた。もしかしたらこの男が、携帯電話を貸してくれるんじゃないかと期待したのだ。


　しかし、違った。


　男はひどく気まずそうに呟つぶやいた。


「眼鏡めがね…」


「はっ？」


「眼鏡、そのへんに落ちていないだろうか。さっき、落としてしまって」


「め、眼鏡っ？」


　輝は慌あわてて、きょろきょろと地面を見渡した。が、それと思おぼしき物体は見当たらなかった。


「ない、けど…」


「…そうか」


　別段落らく胆たんした様子も見せず、男は再び階段に腰を落とした。もしかして、と輝は男の目の前で、さかさかと手を振ってみせた。


「あの…、目、悪いんすか？」


「ああ」


　輝の振る手に視線を合わせることもなく、男は頷うなずき、付け足した。


「ぜんぜん見えない」


「え、でも…」


　そんなふうには見えない、と輝は少し戸と惑まどった。事実男ははっきりと道を指して教えてくれた。すると彼は、困ったように薄うすく笑って答えた。


「影だけがぼんやりとわかる程度だ」


「あ、そうなんだ」


　それを聞いて、なんとなく「よかった」と輝は思った。なぜそう思ったのかは彼自身にも不可解だったが、輝はその時、自分の容姿をこの綺き麗れいな男に見られたくないと思っていたのだ。


　輝は汗を拭ぬぐって言った。


「オレ、その眼鏡探しますよ」


「いや、いい」


　男は短く固辞した。


「ここでしばらく待っていれば、いずれ迎むかえが来るから」


「そんなの待ってるうちに日干しになっちゃうよ」


　輝は一いつ旦たん、男の隣となりに腰こし掛かけた。座ってみても、やはり体格の差は歴然で、輝は少しだけ彼を羨うらやんだ。自分もこんな大きな体だったらいいのにと憧あこがれた。


　輝は訊きいた。


「眼鏡落としたのって、確かにこのへん？　歩いている途中とか？」


「そこで石につまずいて、それきりだ」


「ふうん。じゃあ絶対に、このへんだ」


　言って、輝は背中を仰のけ反ぞらせ、空を仰あおいだ。階段の両りよう脇わきは、深い草くさ叢むらだった。木こ陰かげの青葉には、まだ露つゆが残っている。


　あ、と輝は口を開いた。


「はは、あったっ。すげー簡単に見つかったっ」


「え？」


　輝は猫ねこのように身を翻ひるがえらせ、左脇の草叢に飛び込んだ。次に出てきた時には、手に銀色の縁ふちの眼鏡を握っていた。


「はいっ」


　得意気に、輝は眼鏡を男の顔にかけてやった。輝の手が触ふれた途端、男は一瞬ひどく驚おどろいたように身を引いたが、眼鏡をかけるなり柔にゆう和わな笑顔を見せた。


「ありがとう」


「あ、うん」


　急に照れくさくなって、輝は鼻の下を搔かいた。男はきちんと眼鏡をかけ直し、改めて輝に向き合った。


（この人…）


　その時、輝はふと思った。


（眼鏡、かけてないほうがいい…な）


　銀の眼鏡は、彼の顔によく似合った。しかしその綺麗な顔は、眼鏡をかけると隙すきがなさすぎて覿てき面めんに冷たくなるのだ。


「じゃあオレ、行きます」


「ああ」


　男はまた、小さく微笑ほほえんだ。輝は急な勾こう配ばいに向かって、一目散に駆け出した。胸が、激しく高鳴っていた。
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　中年にさしかかった寮りよう監かんは鬼おにのように冷たそうで、早くも輝を絶望的な気分にさせた。


「ここだよ」


　まるで看かん守しゆが罪人を独房に案内するかのように、陰いん鬱うつな顔つきで寮監は輝を寮の一室へと導いた。ろくな荷物もない輝は、「はあ」と気の抜ぬけた返事をして文字通り手持ち無ぶ沙さ汰たにポケットへ手を入れた。


（うわぁ～…とんでもない所へ来ちまったあぁぁ～…）


　玉条学園に着いて、輝が真っ先に抱いだいた感想は、まさしくそれだった。田舎いなかだから、土地だけは際限なく余っているのだろう。広大にどこまでも続く敷しき地ちに、一見洋館なんだかホテルなんだか判別し兼かねる壮そう大だいな建物がでんと鎮ちん座ざしていた。しかし輝が驚いたのは、その大きさにではない。窓である。


　いくつもの部屋を有するその建物のすべての窓には、太い鉄の格こう子しがはめこまれていたのだ。例外なく、すべての部屋に。


　まずそれが輝の腰を引かせた。それでなくともこの学園はどこか奇き妙みようで、陰鬱だった。これだけの敷地と建物を有しながら、生徒の姿がほとんど見えないというのはどういうことなのだろうと輝は不ふ穏おんな想像を逞たくましくさせた。


（な、なんか、サイコハウスみてぇ…）


　輝の焦しよう燥そうを読み取ったかのように、部へ屋やの鍵かぎを手渡す刹せつ那な、寮監はぼそりと呟いた。


「かわいそうに…」


「はっ!?」


　輝は慌あわてて面を上げたが、その時にはもう寮監は彼に背を向けて暗い廊ろう下かを戻もどり始めていた。


「あの、ちょっとっ…」


　かわいそうって、なにが!?　と問うために伸のばされた輝の右みぎ腕うでは、虚むなしく宙を搔いた。輝は呆ぼう然ぜんと廊下に立ち尽つくした。


（やめてくれよぉ～、そーゆう不吉なこと言うのは…！）


　捨て台詞ぜりふとしては、最悪だった。まるで輝の未来を、暗く暗示したかのようだった。輝は案内された部屋の前で、直立したままごくりと息を飲む。


（こ…この部屋で…一体、なにが起ころうとしているのだろう…）


　気分はすっかり、ホラー映画の主人公だ。寮監は、ここは二人部屋だと言った。輝は様々な『最悪』を予想しながら、目を閉じて真しん鍮ちゆうのノブを握った。汗あせばんだ掌てのひらで、ノブはすべった。


（化物…がいるわけではないだろーしっ…だ、だいじょうぶ…だよな…!?）


　実はかなり臆おく病びような輝には、ドアを開ける勇気が今ひとつなかった。廊下の掛け時計だけが、コツコツと規則正しく時を刻むのがやたら大きく耳につく。


　いつまでもここでこうしているわけにはいかない。輝は勇気を振ふり絞しぼり、わざと乱暴にドアを開けた。


「こ、こんちわっすっ！」


　大声で挨あい拶さつをしたのは、恐きよう怖ふを打ち消すためだった。ぱぁっと夜が明けたような光が、部屋から差してきた。眩まぶしさに、輝は呻うめいて目を閉じた。


　次に目を開けた時に見たものは。


「──────あーっ!?」


　輝の恐怖は、一瞬にして飛び散った。


　格子の入った窓を背に、本を抱えて立っている男の顔に、輝は確かに見覚えがあった。


「あんた！　さっきの、眼鏡の人じゃん！　なに、ここの人だったの？　てゆうかあんた生徒？　教師じゃなくて？」


　見知らぬ人ばかりという緊きん張ちようと不安から少しだけ解放されたのがうれしくて、輝は仔こ犬いぬのように飛び跳はねて男に近付いた。輝を見た途と端たん、男の表情が固まったことには気づいてはいなかった。


「オレ！　オレ、今日ここに転校してきたんだよー！　えっとね、二年でね、名前は津田沼輝ってゆって……！」


　一方的に捲まくし立てる輝の肩に、大きな掌が置かれた。「えっ？」と輝は自らの肩を見み遣やった。


　次の刹那。


「うわっ!?」


　輝の体は、後ろへ大きく突き飛ばされていた。輝には咄とつ嗟さに、自分の身になにが起きたのか摑つかめない。本当に、気がつくと尻しり餅もちをついていたという感じだった。


「えっ…え…？」


　掌があった。小柄な輝のとは違って、大きくて、男らしい掌。輝はじっと、猫のようにそれを凝視した。その手が今、なにをしたのか。


「な…っにするんだよ────!?」


　飛び起きて、輝は自分を突き飛ばした彼に喰くってかかろうとした。


「なんでいきなり突き飛ばすんだよ!?　オレ、なんかしたか!?」


　ただ、再会できたのがうれしくて、少しはしゃいだだけなのに。どうして手て荒あらに突き飛ばされなければならなかったのか、輝には不可解だった。


　しかし、彼の胸倉に伸ばされた輝の手は、いとも容易たやすく捻ねじ上げられた。


「痛っ…」


　圧あつ倒とう的てきな腕わん力りよくの差で摑まれて、輝の手首の関節が軋きしむ。輝は苦痛に顔を歪ゆがめて、必死で訴うつたえた。


「いてぇよっ！　はなせよーっ！」


　ゾッとした。


　輝は、本当にこの男は先刻会ったのと同じ男なのかと疑い始めていた。同一人物だと思ったのは自分の早とちりで、全然別人なのではないかと思った。


　さっき会った彼は、もっとずっと優しげだった。


「いたぁぁいっ！」


「ネクタイ」


　痛みに絶ぜつ叫きようする輝に向かって、男は冷たく言い放った。


「ネクタイを締しめろ。ここは学校だ」


「へ……あ？　ネ、ネクタイ…ッ!?」


　ようやく手首の戒いましめから解放されて、輝は眦まなじりに涙なみだを浮かべ、目を瞬しばたたかせた。ぺたりとその場に腰を落とすと、またあの、氷のような双そう眸ぼうとぶつかる。


（こいつ…こわい…っ！）


　輝は震ふるえた。今自分を見詰めた彼の目には、なんの表情も浮かんではいなかった。無機物を見るような、感情のこもらない視線。そんな目で見られたのは、輝は初めてだ。


　そのまま輝が動けずにいると、彼は何事もなかったかのように窓際の机へと歩み寄った。どうやら本の整理の途中のようだった。


「なっ……」


　恐怖とか、憤いきどおりとか、いろんなものが輝の内面に錯さく綜そうする。なにか言わなければ、気がすまなかった。


「なんなんだよ、オマエ──────！」


　やっと声が出て、輝は内心ほっとした。勢いに任せて、自分よりも二十センチ以上上背のある男に摑みかかる。


「オレが…っオレが、なにしたってゆーんだよ!?　なんでいきなり、ヒドイことするんだよっ！」


「よるな」


　男は鳩はとでも追っ払ぱらうような仕草で、摑みかかってくる輝を突き放す。それがますます輝を激げつ昂こうさせる。


「ネクタイって、オレ、今日転校してきたばっかだもん！　持ってねえもん！　そんなの…っ！」


　言い終えるよりも先に、輝の顔に長細い布地が当たった。手に取ってみるとそれは、えんじ色のネクタイだった。たった今、目の前の男が首から外したものだ。


　つけろ、と彼は顎あごをしゃくって命令した。そのふてぶてしい所作は、輝に畏い怖ふを忘れさせるのにじゅうぶんだった。第一、輝は今Ｔシャツ姿だ。Ｔシャツにネクタイなんて、明らかにおかしいではないか。


「てめえ、ふざけ…っわぁっ!?」


「騒そう々ぞうしいヤツだな」


　摑みかかった輝の体は、易やす々やすと男の肩かたに担かつぎ上げられていた。輝は「ひっ」と息を飲んだ。このまま床ゆかに、叩たたき付けられると思ったのだ。


　しかし男はそうはせず、輝を二つ並べられたベッドの上にそっと下ろした。


「な…っな……？」


　呆然とする輝の前に膝ひざをつき、男は輝の首にぶらさがるネクタイを締めてやった。


「校内及び寮では、必ずネクタイ着用だ。忘れるな」


「は……」


　輝にはもう言葉もない。この男、冷たいのか親切なのか、今一つ摑み所がない。


　輝の首にネクタイを結び終えるとすぐにまた、男は自分の机へと戻った。向けられた背中からはなにも読み取れず、輝はごくりと息を飲み、どうしてもこれだけは聞かなければと声を振ふり絞しぼった。


「あ…あんた、名前は…？」


　振り向きもせず、男は答えた。


「宮元秋あき葉ば」


　その日、輝と彼…宮元秋葉が交わした言葉は、たったそれだけで終わった。
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　その夜、輝は静かに枕まくらを濡ぬらした。


（うぅっ…オレ、どうなっちゃうのかなぁ…）


　同室に配された男についてわかったことはただ一つ。宮元秋葉という名前だけだ。その他の質問が許される雰ふん囲い気きは微み塵じんもなかったし、輝にも聞く勇気はなかった。


　両親の死亡だけでも途と轍てつもなく大きな不安材料なのに、それに加えて新たな住処すみかには意地が悪くて得え体たいの知れない、図体のでかい男がいる。得体が知れないといえばこの学校自体なんだか薄うす気き味み悪いし、輝には不安が尽きなかった。


　頭から毛布を被かぶって、輝は嗚お咽えつを押し殺す。


（もーやだ…、帰りたいよぅ…）


　しかし、どこへ。


　考えて、輝はぎゅっと目をつぶった。帰る場所など一つもない。ここしか、いる場所はないのだ。


（こんな所で、やっていけるかなぁ…）


　輝はそっと毛布から首を出し、気付かれないよう隣となりのベッドの様子を探った。寝ね息いき一つ聞こえてはこないが、宮元秋葉が目を開けている様子はなかった。消灯と同時にベッドに入った彼は、蠟ろう人にん形ぎようのように静かだ。


（こいつ、ホントに生徒なのか？）


　輝にはどうしても、彼が高校二年生であることが信じられない。見た目にしろ雰囲気にしろ、どう見ても二十歳を超こえているようにしか見えないのだ。


（図体でかいし態度でかいしってゆうか恐いし…、こんな高校生ありかよ～…！）


　それでなくとも輝は体が小さく、子供っぽい。宮元のようなタイプはもっとも苦手とする手合いだった。


　寮の大食堂で夕食を食べる時、輝はようやく他ほかの生徒たちと顔を合わせることができた。しかし、友達ができるかもしれないという輝の望みはあっさり絶たれた。寮りよう監かんにおざなりに紹しよう介かいされた輝に対して声をかけてくる者は一人もいなかったし、それに、輝が座るよう指示された席がまた最悪だった。白いテーブルクロスのかけられた長いテーブルの一番端はしに、まるで雛ひな人形のように宮元と並んで座らせられたのだ。つまり隣には、秋葉しかいないという寸法だ。


　夕食のメニューはとても高校の寮とは思えないほど豪ごう勢せいだったのだが、輝には最早味が思い出せない。緊張で、それどころではなかった。


（風ふ呂ろの時だって誰も喋しやべらないし…、なんか異常じゃねえか!?　この学校！）


　沈ちん黙もくに耐たえかねて、輝は脱だつ衣い所じよで隣にいた生徒に声をかけた。しかし、件くだんの生徒は輝に話しかけられるなりそそくさと風呂の中に逃にげてしまったし、後に残された輝は秋葉に、「私語は厳げん禁きんだ」ときつく睨にらまれた。


　食堂でも廊下でも風呂場でも、誰だれ一人、一言も喋らない。輝が前に通っていた高校は中の下くらいの公立で、廊下どころか授業中でも私語が絶えなかったものだが、どうやらここでは勝手が違ちがうらしい。否いな、違うどころの様相ではないと、輝は焦しよう燥そうを深めていた。


（どーして誰も喋らないんだよ!?）


　元気盛りの高校生が、私語を一切しないなんておかしい。異常だ。輝の常識はそう叫さけんでいたが、その質問に答えてくれる者は誰もいない。


（せめて宮元が、いいヤツだったらな…）


　それが輝には、なによりも悲しかった。この部屋に一歩足を踏ふみ入れて秋葉の姿を認めた時、輝は本当にうれしかったのだ。


（坂道で会った時はわりと普通っていうか…いいヤツっぽかったのにな…）


　どうやらそれは自分の勘かん違ちがいであったことを、輝はようやく納なつ得とくした。


　リーリーと、虫の鳴く音がする。まだ秋は遠いのに、空気は少しひんやりとしていた。山の上だからかな…と思いながら、輝はゆっくりと眠ねむりに落ちていった。








　目を覚ましたのは、頰ほおに風を感じたせいだった。窓を閉め忘れたのかと思い、輝は重い瞼まぶたを上げた。いつの間にか毛布がはだけていて、寒かった。


（んん～…さぶい…）


　夢うつつを彷徨さまよいながら、輝は毛布を手繰たぐった。人の声がしたような気がして、ふと隣のベッドを見み遣やる。秋葉がなにか、寝ね言ごとでも言っているのかと思ったのだ。


　しかし、違った。輝はぎょっと目を見張る。


（だ、誰…!?）


　すぐ隣のベッドに寝ているのは、宮元秋葉一人ではなかった。毛布を剝はがれ、横たわる秋葉に伸のしかかるようにして、人ひと影かげがもう一体あった。窓から差し込む月明りのお陰かげで、シルエットだけはわかる。秋葉よりも大分体格は小さいが、紛まぎれもなく男だ。


（なに…してるんだ…？）


　輝の心臓は、不ふ穏おんに高鳴った。時計は見えないが、今が深夜であることは確かだ。こんな夜よ更ふけに、一体誰が。


　まさか幽ゆう霊れいでは、と考えて、輝は身を縮こめた。だとしたら、今すぐにでも逃げ出してしまいたいほど恐こわかった。


　が、その予想も大きく外れていたことを、輝はまた程なくして知らしめられた。


（う……うそぉぉ…!?）


　暗がりの中で、秋葉は目を開けていた。眠ってはいなかった。秋葉の上に乗っているのは、輝と同じくらいの年とし頃ごろの少年だった。艶つややかな髪かみが少し長めに伸ばされ、秋葉の頰にさらりとかかっている。秋葉はそれを、鬱うつ陶とうしそうに手で払はらった。懲こりずに少年は、秋葉に顔を近付ける。


　ええっ、と輝は刮かつ目もくした。


（なにっ…これっ…ちょ…っと……!?）


　顔が、正確には唇くちびるが、重なるのを輝は確かにその目で見た。秋葉の、いかにも薄はく情じようそうな薄い唇を、少年の肉感的な唇が押し包む。


　まるで苦い薬でも飲まされているかのように、秋葉はじっと眉まゆ根ねを寄せ、目を閉じていた。大きな手はしきりに少年の髪を引っ張り、「離はなれろ」と合図しているかのようだ。「だめ」と少年の唇が動いた。恋人にするような、甘あまい仕草で秋葉の唇に指を当てる。


　それから、更さらに輝を困こん惑わくさせる行動を少年はとった。


　輝は、声を出さなかったのではない。出せなかったのだ。


（え……えええ───────！！！！）


　少年が、制止する秋葉の手を搔かい潜くぐり、秋葉のパジャマのズボンを下着ごと下ろした。輝はぎょっとしてそこに視線を釘くぎ付づけにした。ポルノ雑誌で見るような立派な性器がそこにあった。


「ン、ふ……」


　いやらしい息いき遣づかいが聞こえた。少年の口からだ。対して秋葉のほうは、苛いら立だたしげに一つ、小さく舌打ちしたのみだった。


　白い指が、秋葉の股こ間かんのものに絡からみつく。


　紅あかい舌が、ご馳ち走そうを目の前にした時のようにちらりと蠢うごめいた。


　クプ…と濡れた音がした。少年の小さな口こう腔こうに、太い陰いん茎けいが飲み込まれていく刹せつ那なだ。


（マジ…かよーっ!?）


　全力で疾しつ走そうした後のように、心臓がばくばくと早はや鐘がねを打った。輝は、全身の震えや心しん拍ぱくの音が、二人に聞こえてしまうのではないかと怯おびえた。輝自身がなにか悪事を働いているわけでもないのに、見ている輝のほうがいっそ激はげしい罪悪感を感じていた。


（なな…なんで!?　こんな夜中に、どーして!?　っていうか、相手…………男ぉ!?）


　一見『超ちよう』がつくほど真ま面じ目めで堅かた物ぶつにも見える宮元秋葉のベッドに、なぜ男が忍しのんできているのか。あまつさえ彼らのしていることは。


（フェ……ラ……ってヤツ……？）


　秋葉の股間に埋うめられた少年の頭は、肉茎を含ふくんだまま激しく上下していた。時折口から出して、しきりに舐なめ上げたりもしている。しかし、無心に奉ほう仕しする少年を見下ろす秋葉の視線は冷たかった。まるでなにかを観察するような、無機質な目だ。


「ンッ…」


　淫いん行こうに耽ふける少年の横顔は、暗がりでもはっきりとわかるくらい、端たん正せいだった。どこか幼ささえ残るその顔で、大人びた容相の秋葉のものを舐めるのは、禁きん忌きの香かおりが隠かくせない。


　やがて少年の喉のどが、ごくりと音をたてて上下した。口の中で秋葉が達したのだと、輝にもわかった。が、射精する最中でさえ、秋葉の無表情は変わらない。ただ黙だまってじっと少年の頭を見下ろしている。


　白はく濁だくを流す秋葉のペニスをすっかり舐め尽くすと、少年はひょいと上体を起こして秋葉の胴どうに馬乗りになった。それで輝は気がついた。


　少年は下か肢しに、なにも着けていない。


（わ、わわ…っ）


　裸はだかの尻しりが、秋葉の腰こしに密着する。膝ひざをついて後ろに手を回した少年は、巧たくみに秋葉のペニスを勃たたせて自分の尻の割れ目に導こうとしていた。


　少年の口から、はぁっ、と悩ましい吐と息いきが漏もれた。


　輝は目を見張った。


（これ…っセッ…クス…!?）


　少年は今、正に、自分の尻の奥おくに秋葉の性器を飲み込もうとしている。輝はもう片時も、その刺し激げき的てきな光景から目を離せなくなっていた。


　しかし、その狂きよう宴えんを止めたのは、他ほかでもない秋葉だった。


「よせ」


　低く呟つぶやいて、秋葉は少年の細い腰を持ち上げ、引き離そうとした。しかし、少年のほうがそれを聞き入れない。


「やだ。して」


　どちらの声も共通して、小さく押おし殺されていた。二人はきっと、輝に気付かれないように注意を払っているに違いない。


　が、少年は一歩も引く様子を見せない。


「いいじゃん。久しぶりにしようよ。僕ぼくはしたい」


「私はしたくない。どけ」


「やぁだよ」


　少年が軽く、腰を回した。密着した性器が、ぬるりと滑すべるのが暗くら闇やみでもわかった。その過激さに、輝は「ひぇぇ」と声を殺す。


「ねー、しようよ。しようってばー」


「いい加減にしないか。でないと…」


「なに？　お隣さんのこと？」


　突とつ然ぜん矛ほこ先さきが、輝に向いた。えぇっ、と輝は四し肢しを強こわ張ばらせる。


（ま…さか!?）


　少年は、輝が目を覚ましていることに気がついているのか。輝は慌あわてて目を閉じた。寝ねたふりをして通したかった。今、目が覚めたら、気まずすぎて合わせる顔がない。


　しかし少年がそれを許してくれる気配はなかった。


「いいじゃない。こいつにも交ざってもらおうよ」


「よせ」


　止めたのは秋葉だ。輝はただじっと目を閉じて、嵐あらしが過ぎ去るのを待った。


（ど、どうしよう…!?　オレ、どうすれば…！）


　いざとなったら逃にげ出せばいい。そうは思っていても、体が動かない。まるで金かな縛しばりにあったかのように、動くことができないのだ。


　そうこう焦あせっているうちに、人の気配は濃のう厚こうに輝の真横に漂ただよい始めた。ひた、と裸足はだしで床ゆかを踏ふむ音がした。軽い足音だ。秋葉でないことには間違いない。


　少年の手が、そっと輝の頰に触ふれた。


「だって、こいつも………なんでしょ？」


「………わああああっ！！！！」


　それから先のことは、輝には思い出せない。ともあれ輝は、少年に触れられた瞬しゆん間かんに緊きん張ちようの糸が千切れて床に転がった。受け身を取る余よ裕ゆうなどもちろんなく、ベッドから転げ落ちてそのまま頭を強打した。


　誰かの大きな腕うでに、抱だき上げられた気がした。それと、二人の人間が何事かを言い争う声も聞いた。どちらにしろ輝には、歓かん迎げいできることではなかった。


（なななななにーッ!?　こいつら、なにぃぃぃ!?）


　ひどいパニックに陥おちいったまま、輝はしばらく悪夢を彷徨った。
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「……ひぇっ!?」


　次に輝が目を覚ましたのは、朝だった。陽はもう東の空に高く上がり、ベッドからずり落ちかけて眠ねむっていた輝の顔を明るく照らしている。


　輝が悲鳴をあげたのは、眠っている最中に突然、顔面になにか柔やわらかいものが触れたせいだった。


「起きろ」


　逆さになったまま目を瞬しばたたかせる輝の前に、きっちりと制服のネクタイを締しめた秋葉が仁に王おう立だちになっていた。白いシャツが朝日に眩まぶしかった。輝の顔に触れたのは、秋葉が締めているのと同じ色の新品のネクタイだ。


「いつまで寝ているんだ。朝食を食い逃のがすぞ」


「…………え…………」


　そう言われても、輝は未まだ逆さのまま、返事できない。一瞬にして、昨夜の出来事が脳のう裏りにスパークする。


「あ、あ─────ッ！」


「わめくな。騒そう々ぞうしい」


　改めて蘇よみがえった記き憶おくに悲鳴をあげた輝の口元を、秋葉の大きな掌てが塞ふさいだ。もご、と声をくぐもらせて、輝は何度も秋葉を指さして手を上下させる。


（ゆ、昨夜ゆうべ…っこいつ…！）


　こんな涼すずしげな顔をしていながら、彼は昨夜、忍び込んできた男ととんでもないことをしていたのだ。おぞましさに輝は彼の手を払いのけ、一気に捲まくし立てた。


「え、えらそーにすんなよっ！　おまえ、昨日…！」


「なんだ」


　えらそうにするなと言われた横からえらそうに腕を組んで、秋葉は冷たく輝を見下した。その、あまりにも堂々とした秋葉の態度に、輝は急に自分の記憶に自信が持てなくなってきた。


　一体、昨夜のことは本当に現実だったのだろうか？　と。


（で…でもオレ…確かに見たし…！）


　しかし、夜中だ。夢を見ていたのかもしれない。


（けど、実際頭痛いし！　確かにぶつけた証しよう拠こにコブもできてるし！）


　輝はじんじんと痛む後頭部を何度も撫なでて確かめたが、このコブだってただ単にベッドから落ちてできたものだとしたら？


（……………）


　急に黙だまり込こんでしまった輝の顔を、秋葉はじっと、無表情なまま見ていた。その表情からは秘密に伴ともなう後ろめたさは微み塵じんも感じられず、ますます輝を不安にさせた。


　結局輝は黙るしかなかった。


「ネクタイ」


　立ち上がり、輝に背を向け、秋葉は言った。


「何度も言うが、ちゃんと締めろ」


「あ、うん…」


　秋葉が投げてよこしたのは、支給されたばかりの輝のネクタイだった。輝が寝ている間に、誰だれかが届けに来たのだろう。


　時計を見ると、もう七時半を過ぎていた。朝食は七時四十五分までだ。輝は慌あわてて着き替かえ、無器用な手つきでネクタイを結び始める。が、上手うまくいかない。


「早くしろ」


　苛立たしげに、秋葉が急せかした。しかし、こういうことは急かされると余計に上手くできなくなるものだ。輝は結局、まともに締めることをあきらめ、ネクタイを紐ひものようにして蝶ちよう々ちよう結むすびにした。


「これでよしっと」


「…待て」


　今度は秋葉がやや焦って止めた。


「まさか、そのままで登校するつもりか」


「なんかまずいか？」


　冗じよう談だんではなく本気で、輝はそう思っていた。輝がもともといた学校には、校則なんてあってなきが如ごとしだったのだ。ネクタイなんて、身につけてさえいればいいと本気で信じ込んでいた。第一輝には、ネクタイの結び方がわからない。


　激はげしい頭痛に耐たえるかのように、秋葉が片手で目を押さえた。そしておもむろに、輝の前に立った。


「わっ？」


「動くな」


　拳けん銃じゆうでも突つきつけているような語調で、秋葉は輝の胸倉に手をやった。輝は一瞬、殴なぐられるんじゃないかと本気で心配して目をつぶったが、それは杞き憂ゆうだった。


　秋葉は手早く、きっちりと輝のネクタイを正しく結んでやった。


　輝に、礼を言う隙ひまさえ与えずに、秋葉はさっさとドアへと向かった。輝も急いで後を追う。歩ほ幅はばがかなり違ちがう二人は、当然歩く速度も違う。秋葉は普通に歩いているつもりだろうが、輝はどうしても小走りになる。


　廊ろう下かにも朝日は幾いく筋すじも差し込んでいた。数少ない寮りよう生せいたちが、三々五々に散って歩いている。


　輝は思い切って聞いてみた。


「オレのこと、待っててくれたのか？」


「同室の者とは原則としていっしょに登校するのが規則だからな」


　冷たい答えに、輝は「なんだ」と落らく胆たんした。転校初日、寝ね坊ぼうした自分を少しでも心配してくれたのかと期待した気持ちはすぐに萎しぼんだ。


　やはり秋葉は、見た通りの冷たい男なのかもしれないと思った。


（それにしても…）


　輝はまだ思うのだ。


（昨夜のアレは、ホントに夢だったのかなぁ？）


　さすがにこれ以上、秋葉本人に聞くのは無理なようだった。第一輝は、秋葉が恐い。怒おこったら恐そうだし、怒らなくても恐そうだ。そんな相手に、「昨夜、忍しのび込んできた男の子にフェラチオしてもらいましたか」なんて聞けるはずもない。


　輝はそっと、秋葉の顔ばかりを見ていた。初めて会った時には優しげに見えた、秋葉の顔。外人のように整った、綺き麗れいな顔や繊せん細さいな五指。


　こいつがいつも笑っていたらいいのに、と輝は無意識に願い始めていた。








　寮に負けず劣らず、この学園は校舎も旧ふるく、どこか陰いん鬱うつな雰囲気だった。敷しき地ちは広大であるにも拘かかわらず、全校生徒の総数はわずか二百人にも満たないせいか、どこへ行っても閑かん散さんとして見える。雑多な都会で育った輝には、なんとも居心地の悪い土地だった。


（まあ、窓に鉄てつ格ごう子しが入ってないだけここはマシかな）


　教室の一番端はしに座って、輝はぼんやりと外を見み遣やった。校庭は反対側に位置するため、教室から見えるのは森ばかりだ。虫が入ってきそうで嫌いやだなと、輝は手を伸ばし窓を閉めた。


　輝が秋葉に案内された教室は、二年Ａ組だった。一クラスの人数は凡およそ二十人。以前輝が通っていたクラスに比べて、格段に少ない。もっとも輝は公立の学校しか知らないから、私立ではこれくらいの人数が普通なのかなと漠ばく然ぜんと考えてみたりもした。


　窓の外を見るのにも飽あいて、輝は視線を黒板のほうへ移した。さっきから教きよう壇だんに立って喋しやべっているのは、担任の教師ではなく輝をここまで案内してきた宮元秋葉だ。


「…以上が二学期からの朝礼の議題です。なにか質問は？」


　教室でも変わることなく、秋葉の態度は居い丈たけ高だかだった。朝の教室内は水を打ったように静かで、誰一人として騒さわいだり、秋葉に質問をぶつけたりする者はいない。


　誰も質問をする者がいないとわかると、秋葉は静かに手にしていたプリントを教壇に置いて、輝の隣となりの席へと戻もどった。輝は思わず、身を引いてしまう。極端に人数の少ないこの学校のことだから、同じクラスなのは仕方ないにしても、席まで隣なのは心外だった。


　秋葉が席につくとようやく、初老の教師が教壇に立った。輝はホッと息をつく。


　転校初日であるにも拘らず、輝の紹介は至し極ごく簡単に済まされた。まずは教師が開口一番、「転入生の津田沼輝くんです」と言い、すぐに次の行動に移った。輝をクラスに馴な染じませようという配慮はなに一つなく、また輝自身も転校するのはこれが初めてだったので、そんなものかと納なつ得とくしてしまった。


　が、教師は別として、生徒たちの様子もどこか微び妙みようにおかしいのだ。誰もが輝のことを気にしてちらちらと視線を送ってくるくせに、誰一人として声をかけてくる者はいない。そうこうしているうちに、秋葉の仕切る朝のホームルームが始まってしまった。


（いくら生徒会長っていっても、みんなここまで遠えん慮りよするかー？　ふつう…）


　どうやら秋葉は単なるクラス委員ではなく、生徒会長も兼けん任にんしているらしかった。『らしかった』というのは、輝がそのことを直接誰かから聞いたのではなく、教師が秋葉のことを『会長』と呼んでいたことから察したからだ。


（生徒会長って、オレ的常識だと暇ひまで気の弱いヤツがやるものだけど…、ここでは違うのか？）


　輝の知る限りでは、中学で生徒会長などやる生徒は大体内申書の点数稼かせぎだったし、高校生にもなって生徒会などやるのは他ほかにすることのない地味なヒマ人だった。


（もしかしてこいつ、ヒマな人？）


　疑ぎ惑わくをこめて、輝はこっそりと隣に座る秋葉を観察した。が、担任の教師が去って、一時間目の授業のために英語の教師がやって来て授業を始めるなり、すぐに見解を改めなければならなかった。


　教師に指名された秋葉は、流りゆう暢ちように淀よどみなく英文を読んでみせた。輝は真っ青になって、支給されたばかりの教科書に目を走らせる。見たこともない単語の羅ら列れつだった。それだけで、自分が以前通っていた高校とのレベルの差を思い知らされる。


（マジ!?　ここってそんなに偏へん差さ値ち高かったのかよ!?）


　ただ高校さえ出られればいい、と高を括くくっていた輝の目もく論ろ見みは、脆もろくも崩くずれ去った。これでは卒業どころか、進級できるかどうかも危うかった。








　苦痛でしかない午前の授業が終わり、ようやく昼休みがやってきた。チャイムが鳴るなり、輝はどっと机の上に突つっ伏ぷした。疲れていた。気持ちも体も、ぐったりと困こん憊ぱいしていた。


　空腹を覚えて、輝はついと顔を上げた。教室の面々は、それぞれに散ったり外に出たりして食事の準備に取りかかっている。輝は自分が、校内の食堂の場所さえ知らないことに気がついた。


「あ、秋葉っ」


　隣で教科書を机にしまっている秋葉に、輝は咄とつ嗟さに名前で呼びかけてしまい、はっと口を噤つぐむ。じろりと、秋葉が輝を睨にらんだからだ。


「いや、あの…」


　わざとじゃなくて、と輝は言い淀む。宮元秋葉の名前は上も下も苗みよう字じみたいで、区別がつきにくいのだ。


　しかし輝がそう言い終えるより早く、秋葉は席を立ってしまった。


「待てよ。食堂はどこだっ？」


　慌あわてて輝が叫さけぶと、秋葉は少しだけ輝を顧かえりみて、ついてこい、と目で合図した。


（ほんっっとぉぉぉぉにカンジ悪いヤツだなああ！）


　内心怒いかり心頭だったが、ここで怒ったら昼食にありつけないかもしれない。輝は空腹に妥だ協きようした。








　食堂はすでに、立りつ錐すいの余地もないほどの混雑ぶりだった。どうやら全校生徒のほとんどが、ここに集結しているらしい。いくら生徒が少ないとはいっても、わずか二十畳じよう足たらずの食堂に集まればそれなりに壮そう観かんだ。食券を買う自動販売機の前にも、パンを売る業者の出店の前にも、すでに長ちよう蛇だの列ができあがっていた。


「あちゃ～…、これ、本当に昼休み中に買えるのかー？」


　秋葉に聞こえるように輝は呟つぶやいたが、秋葉はそんな不満もどこ吹ふく風で、さっさと調理室のドアの前に歩いていった。


「おいっ？」


　輝が追うと、秋葉は調理室から直接、食事の乗ったトレイを受け取っていた。秋葉が輝を指さすと、白い調理服を着た男は自動的にもう一つ、トレイを輝に差し出した。


　戸と惑まどいながらも、輝はそれを受け取る。


「あ、金…」


「いい」


　輝が代金を支払おうとしても、その『相手』は見つからなかった。調理服の男は頑がんとして受け取らないし、秋葉に至いたっては見向きもしない。結局輝は、取り出した財さい布ふをまたポケットにしまい直すしかなかった。


　更さらに不可解なことが続いた。食堂内はどこも満員で、席に着けずに床ゆかに座って食べている生徒までいるというのに。まるで用意されていたかのように窓際の席が二つ、空いていたのだ。


　なんとなく気まずい雰ふん囲い気きを感じながら、輝は砂を食はむように肉を頰ほお張ばった。目の前で食事をする秋葉のマナーは上品なことこの上なく、ますます輝を萎い縮しゆくさせた。




５




　一週間は、あっという間に過ぎた。


　その間、輝の身にはなに一つ起こらなかった。いいことも悪いことも、本当になに一つとして。


　輝は早くも激はげしいホームシックに心を痛ませた。或あるいは、「自分にはなにか致ち命めい的てきに、ひとから嫌きらわれる要素でもあるのだろうか」と思い悩なやんで、一日に何度も風ふ呂ろに入ったりもした。


　原因はただ一つ。


　転校一週間経っても、友達が一人もできないのである。


　放課後早々に寮りように戻もどり、輝は一人ベッドで膝ひざを抱かかえて悶もん々もんと考えた。


（オレ、なにかしたか!?　なにか致命的なシッパイとかを知らないうちにしたのかー!?）


　いくら考えても、輝には原因がわからない。最初は気のせいだと信じようとした。しかし、どう考えてもそれが杞き憂ゆうでないことは、三日も過ぎた頃ころから明白だった。


　輝が話しかけようとして、まともに相手をしてくれた生徒は一人もいなかった。同級生も下級生も上級生も、一人残らずである。生徒どころか教師までもがよそよそしい。輝がなにかを聞きに行くと、用件だけを済ませてさっさと席を立ってしまう。明らかに、あからさまに、輝は全校生徒及び教職員に避さけられていた。


（なんでだよ…）


　輝は無意識に涙なみだを浮うかべた。理由がわからないだけに、余計不安だった。


　前に通っていた学校では、それほど目立つ存在ではなかったにしろ、別段集中的に村八分にされることもなかった。輝は前の学校を思い出し、ますます悲しい気持ちになる。けれど同時に、泣き言を電話で言えるほど親しい友達は実はいなかったことに思い至った。


（友達は多いような気がしてたけど…あれも、幻げん想そうだよなぁ…）


　遊び友達は確かにたくさんいた。が、わけもなく寂さびしい時に、なんとなく電話して弱みを見せられるほど信頼できる相手は一人もいないことに気付いた。


　輝は毛布を頭から被かぶった。唯ゆい一いつ、身近な存在である秋葉は、夜にならないと帰っては来ない。生徒会の他にも剣けん道どう部ぶの主将を務めている秋葉は多た忙ぼうだった。


　秋葉のことを思い出して、輝は俄にわかにムッとして顔を上げた。秋葉なら、輝にとっていてもいなくても同じだからだ。


（だってあいつ、死ぬほど冷てーもん！）


　同室のよしみからか、秋葉は校内で必要なことはなんでも輝に教えてくれたが、その教え方が冷れい淡たんこの上ないのだ。必要最低限のことしか言わないし、用がなければ決して話しかけようともしない。


（あんなヤツならいないほうがマシ……でもない、か…）


　秋葉に見捨てられたら、輝はこの閉へい鎖さされた学園で本当にひとりぼっちになってしまう。情けないけれど、それだけは嫌だと輝は思っていた。


（あ、そういえば…）


　秋葉のことを考えていて、輝はふと思い起こすことがあった。


（あいつも、なにか用事がある時以外は、いつも一人でいるなぁ…）


　ただし秋葉が輝と違ちがうのは、そのことについて一いつ切さい気にしている様子を見せない点だった。彼はむしろ、孤こ独どくを好んでいるようにさえ見える。


（ちぇー…、いいよな、一人でも平気なヤツはさー…）


　輝は改めて、自分がひどく孤独に弱いことを知って落ち込んだ。


　いつまでもこうしていじけているわけにもいかなかった。輝はベッドから身を起こし、ネクタイを締しめ直す。談話室に行って、テレビでも見ようと思っていた。本を読む習慣は持たなかったから、テレビくらいしか楽しみがない。


　ネクタイを結び終えて立ち上がろうとした刹せつ那な、輝の耳に密やかな話し声が聞こえてきた。


「……から、宮元はいないって………」


（…………ん？）


　輝は声のしたほうを見み遣やった。鉄てつ格ごう子しのはまっている、窓のほうからした。ここは一階だ。窓の外は鬱うつ蒼そうと木の繁しげる森だが、建物の脇わきに人間が入りこむくらいの余地はある。


　輝はゆっくりと歩いていって、窓の下を見下ろしてみた。途と端たんに、大おお仰ぎような悲鳴があがった。


「うわぁぁっ！」


「な…っ!?」


　その声に、輝のほうが驚おどろいて腰こしを抜ぬかした。声の主は二人。どちらも輝と同じえんじ色のネクタイをしているから、二年生だろう。輝は二人の顔に見覚えがあった。同じクラスの、確か…。


「長は谷せ川がわ…と、七なな瀬せ？　なにしてるんだ、こんな所で」


　二十人しかいないクラスメートの名前を、輝はすでにすべて覚えていた。少しでも早くクラスに馴な染じむための、ささやかな努力だった。しかしそれは今は裏目に出たようだ。


「に、逃にげろっ」


　二人は各おの々おの片手に、ハンディカメラを抱かかえていた。逃げ出す二人を、輝は呆気あつけに取られて見送る。


（なんだ!?　一体、なにしに…！）


　彼らは確かに、輝と秋葉の部屋の窓にいた。しかも、手にしているのはビデオカメラである。きっとなにかを撮さつ影えいするつもりだったことは容易に察せられる。


（なんなんだよー!?）


　わからないことだらけだった。輝の不安は今、最高潮に達しつつあった。無愛想の塊かたまりみたいなルームメイト。得え体たいの知れない行動を取るクラスメイト。口をきいてくれないばかりか、今度は盗ぬすみ撮どりまでしようとした。


　輝の中で、ぷちっと蟻ありを潰つぶすような音がした。


「ふ……ざけんな────ッ！」


　輝はすぐさま身を翻ひるがえし、寮の外へと駆かけ出した。彼らがどこから入ったのかはわからないが、顔も名前も知っているのだ。探すのは、決して難しくないはずだった。


　廊ろう下かを飛び出し、中庭に出ると、ちょうど彼らはビデオに顔を寄せ、何事かを相談しあっている最中だった。輝が追ってくるとは思わなかったのだろう。二人は一様にぎょっとして、危うくビデオを落としかけた。


「うわっ、津田沼!?　な、なに…！」


「なにって聞きたいのは、こっちだバカーッ！」


　輝は全力で走り、彼らのうちの片方、七瀬のほうを摑つかまえた。七瀬のほうが体格が小さく、摑まえやすかったからである。長谷川のほうはといえば、連れを捕とらえられて一人では逃げ出すこともできないのか、呆ぼう然ぜんと輝に視線を釘くぎ付づけにしていた。


　輝はしっかりと七瀬の襟えり首くびを摑むと、激しく前後に揺ゆさぶった。


「さー、吐はけ！　どーして隠かくし撮りなんかしようとしたんだよ!?」


「ご、ごめんなさいっ、すんませんーっ！」


　しかし七瀬は理由も言わず、ただひたすらに謝るばかりだ。


「フィルムは差し上げます！　だから、宮元会長には内ない緒しよにしてくださいっ！」


「宮元秋葉に秘密にしたからってなんなんだよ!?　狙ねらいは秋葉か!?」


　そういえば彼らはさっき、秋葉の名前を囁ささやきあっていた。が、それもどうやら少し見当が違うらしい。七瀬はなにかに怯おびえたように、全身を震ふるわせるだけだ。


　今度は長谷川が輝に近づいてきて、平身低頭謝った。


「悪ィ！　こそこそビデオ撮ろうとしたことはマジで謝るよ！　それに、気がすまないんだったら金も払うし！」


「いらねーよ、金なんかっ！」


　輝はべしっと七瀬を地面に投げ捨てた。


「そんなことより、オレは理由を聞きたいんだよ！　なんでビデオなんか撮ろうとしたんだ!?　この学校の連中、なんかおかしくねえか!?」


「……………」


　輝の激げつ昂こうぶりに気け圧おされたのか、二人は一いつ旦たん押おし黙だまった。なにやら気まずそうに、しきりに目配せを繰くり返かえす。それがまた輝を苛いらつかせる。


「なんなんだっ!?　言いたいことあるなら言えよ！」


「……まえのほうが…」


　口を開いたのは、七瀬のほうだった。その声は小さくて、耳に意識を集中させないと聞き取れない。首をかしげた輝の耳元で、七瀬は大声で叫さけんだ。


「おまえのほうが、よっぽど変じゃん！　生徒会長のペットになってまでこの学校に入りたかったのかよ！」


「七瀬っ！」


「………………はっ？」


　怒ど鳴なる七瀬の口を、長谷川が塞ふさぐ。対して輝のほうは、あんぐりと口を開けた。開いた口が塞がらなかった。


（ペッ…ト？）


　日本語に訳すと、愛あい玩がん動物。輝の語学力でもそれくらいはわかる。


　しかし、わからないのはこの場での意味だ。『生徒会長のペット』。七瀬は確かにそう言った。


（待てよ…、ペットには確か、もう一つ俗ぞくっぽい意味があった気が…）


『それ』が咄とつ嗟さに思い浮うかばなかったのは、輝が無意識に考えることを避さけていた所為せいだろう。考えたくないが、輝は考えた。『ペット』。それは確か、愛人というような意味も………………。


「はあぁぁっ!?」


　ようやく思考のシナプスがつながって、輝は頭を抱え、絶ぜつ叫きようした。


　つまり、七瀬が言ったのは。


「なんっっだそりゃあああ！！　オレ、男だぞ!?　あ…愛人になんか…なれるわけねえじゃねーか！」


「どうだかなぁ。おまえ、なんか体とかちっちゃいしさ」


「なんだとぉ!?」


　自分より小こ柄がらな七瀬に言われて、輝はますますカッとして摑みかかった。それを長谷川が必死で止める。


「七瀬、余計なこと言うな！　津田沼も、今日のことは忘れてくれ！　なんでも言うこときくから、頼むっ！」


「…って言われても…！」


　こんな強きよう烈れつな出来事、忘れろと言われてあっさりと忘れられる類たぐいのことではない。頭を抱かかえて中庭に立ち尽つくす輝に、七瀬が意地悪く捨て台詞ぜりふを残して去って行った。


「とぼけんなよな。会長と、ヤッてんだろ？」


「ヤってる…って……」


　なにをだ。


　輝はますます考えこんだ。


　テレビゲームやトランプではないことくらいは、いくら輝が鈍にぶくてもわかる。わかるけれど、しかし。


（オレと…秋葉が…!?）


　セックスしている、と彼らは主張した。その噂うわさがどこから出たものなのかも、輝にはまったくわからないのに。


「なん…なんだよ、それは…っ」


　考えるうちに、輝の胸の内に、猛もう然ぜんと怒いかりが込み上げてきた。それでなくともここへ来て以来、理り不ふ尽じんとも言える仕打ちを受け続けてきたのだ。いい加減、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れてもおかしくはない頃ころだった。


「なんなんだよ、それは─────ッ！」


　一人で叫ぶ輝の顔を、通りすがりの生徒が無気味そうに遠巻きに見ていた。




「秋葉ぁぁぁぁ！！！！」


　輝は生まれて初めてというくらいのスピードで、狭せまい廊下を駆かけ抜ぬけて校舎へと向かっていた。『廊下は走るな』はどの学校でも原則・鉄則だが、ここでは誰だれも輝に注意する者はいない。　その理由を、輝はようやく理解した。なぜ誰もが輝を避けたのか。関わり合いになりたがらなかったのか。


　それはきっと輝の背後に、宮元秋葉の影かげを見出していたからに違ちがいなかった。


（あいつ！　よくもオレに黙だまってヘンな噂たてたなああああっ!!）


　輝はその時、『津田沼輝は宮元秋葉のペットである』という噂をたてたのは秋葉本人だと固く信じていた。だから彼らと別れてすぐに秋葉の姿を探したわけだが、いつもは嫌いやになるくらい近くにいるのに、こういう時に限って秋葉の姿はどこにも見えない。


（今日は確か、剣けん道どう部ぶの練習の日だよな!?）


　輝はまず、体育館に向かった。が、そこにはすでに、秋葉の姿はなかった。胴どう着ぎを着た下級生を一人摑まえて、輝は彼に聞いてみた。


「おいっ、宮元秋葉を知らないかっ？」


「会長ならもう寮りように戻もどられましたよ」


　輝のただならぬ剣幕に気け圧おされて、下級生は少し怯えた顔でそう答えた。輝はチッと舌を打つ。


（すれ違ったのか。ああイライラするっ！）


　お礼もそこそこに下級生を解放すると、輝は蜻蛉とんぼ返がえりで寮へと戻った。こんなに駆けたのは久しぶりだ。


　目指す寮の自室の前に着くと、輝は一いつ旦たん立ち止まり、深く深く深呼吸をした。落ち着く必要があった。あの冷血仮面を相手にこれから真しん偽ぎを問い質ただすのだ。輝の心臓が早はや鐘がねを打つのは、走ったせいばかりではない。


　自らを奮い立たせるように、輝はわざと乱暴にドアを開けた。


「秋葉っ！」


「なんだ」


　返事はすぐに返ってきた。窓からの逆光を背に浴びて、秋葉がこちらを睨にらんでいるのが輝の目に映った。その目も背の高い影も、すべてが輝を萎い縮しゆくさせる。


（うぅ…っやっぱりこいつ、恐こわい…っ）


　しかし、怯えてばかりもいられない。輝はたった今、とんでもなく名めい誉よを傷つけられたのだから。


　ゆっくりと、窓辺に立つ秋葉のもとへと輝は進んだ。ぐっと背せ伸のびしてもまだ遠い彼の顔を、精せい一いつ杯ぱい気き丈じような視線で見上げる。


「ペットって、どーゆうことだよ？」


「…なに？」


　少し心外そうに、秋葉は眉まゆを動かした。輝は秋葉の腕うでを摑んだ。


「オレがおまえのペットだと思われてるって、他ほかのヤツが言ってた！　だからみんなオレに近づかないのか!?　なんでそーゆー話になってるんだよ！」


「前から言おうと思っていたが」


　重々しく口を開いて、秋葉が輝の腕を摑み返す。何か真実が語られるのではないかと思って、輝は唇くちびるを引き結び秋葉の言葉を待った。


　しかし、秋葉が告げたのは輝の予想とはまるで違った事こと柄がらだった。


「呼び捨てにするな」


「な……っ」


　輝は絶句した。そういう話をしに来たのではないことは明らかなのに、秋葉には少しも輝の真意は届いていないのだ。


　輝は思わず、秋葉に摑みかかった。


「ざけんなよ！　オレの質問に答えろ！　ペットって言うのは、一体…！」


「そのままだ」


　しれっと、一片の呵か責しやくも見せずに秋葉は答えた。


「その言葉の通りだ。まさかなにも知らないでここに来たのか？」


「し、知るわけねえだろ!?　そんなの聞いてねえよ！」


　輝は本当に、なにも知らないでここに来た。新しい『保護者』と名乗る男には一度も会えずじまいだし、ここへ来てからも誰かがなにかを教えてくれることはなかった。


　それを聞くと、秋葉の鉄面皮に少しだけ変化が現れた。どうやら秋葉にとっても、輝がなにも知らないということは不測の事態だったらしい。


「…宮元匡輔は、私の父だ」


輝に胸倉を摑まれたまま、静かに、独り言のように秋葉は呟つぶやいた。「えっ」と輝が目を見開く。


「み、宮元…匡輔？」


　輝は咄とつ嗟さに、その名前がなにを意味するのか思い出せなかった。『宮元』は秋葉の姓だが、『匡輔』というのは………。


「…あーッ！」


「まさか忘れていたのか」


　頭を抱かかえて叫さけんだ輝を、呆あきれたように秋葉が見下ろした。実際輝は、すっかりその名前を失念していた。名詞で一度見たきりだったし、第一その名がこの無愛想なルームメイトにつながっているとは夢にも思ったことはなかった。


　驚おどろき、戸と惑まどう輝に、秋葉がとどめを刺さした。


「普通は名前を聞いた時点でなにか気付きそうなものだがな」


「き、気がつくわけねえだろ!?」


　自分の迂う闊かつさを忘れるほどの怒いかりが、輝を支配した。制するように秋葉が続けた。


「私の父は少々変わっていてな。私がこの寮に入って以来、何度断っても迷めい惑わくな『届け物』をしてくるんだ。幼児期から私と父は不和が続いたから、彼なりに私の機き嫌げんを取っているつもりなのだろうが」


「届け物、って…」


　輝は自分を指さしてみた。『届け物』とは、つまり。


「察しが悪いな。だから、おまえみたいなちょっと顔の可愛かわいいのを、様々な策を用いて私の部屋に届ける、ということだ」


「か、かわいい…って…………」


　全身の力が一気に抜けて、輝はその場にへたりと尻しりをついた。言われたことの意味が、理解できない。正確には、したくない。


（それ…それって…、オレと秋葉が、セックスする…ってこと…？）


　考えて、想像してみて、輝はまた頭を抱えて振ふりかぶった。想像するだに恐おそろしいことだった。男である自分が、秋葉とセックスするなんて。


　その時輝の頭に、つい先日見たばかりの『悪夢』が蘇よみがえった。結局あれは悪夢だったのだと自分に言い聞かせ無理矢理納なつ得とくしていたが、今の秋葉の話から推測すると。


「もしかして、この前夜中に来てたあいつも…そうなのか？」


「まあ、そんなようなものだ」


　やはり事も無げに、秋葉は頷うなずく。輝は血液がかぁっと逆流するような錯さつ覚かくに陥おちいった。


「ふざけんなっ！　バカッ！」


　輝の拳こぶしが宙を搔かき、秋葉の頰ほおを目め掛がけて振ふりかざされる。秋葉は容易たやすくそれをよけた。対象から逃にげられて、輝は勢い余ってよろけた。どっと秋葉の広い胸に倒たおれ込んできた輝の肩かたを、秋葉が軽く抱だき止める。


　密着したまま、輝は叫んだ。


「そんな理り不ふ尽じんなこと、許されんのかよ!?　オレは物じゃねえんだぞ！」


「確かに理不尽だな」


　まるで獲え物ものを捕とらえるように輝の肩を締しめ上げて、秋葉は薄うすく嗤わらった。


「私は少しも、おまえなんか好みじゃないし」


「な……っ！」


　輝の頰は、更さらに激はげしく紅潮した。決して秋葉に好かれたいわけではなかったが、ひどい侮ぶ辱じよくを受けた気がしたのだ。


「この…っ野や郎ろう！」


　いよいよ本格的に、輝が秋葉に摑みかかる。が、勝負はやる前から見えていた。体格も腕わん力りよくも、差がありすぎる。


　輝の二の腕を締め上げて、秋葉は静かな昏くらい目で輝を見つめた。引き込まれそうな恐きよう怖ふが、輝の背筋に突つき上がる。


「出ていけ」


　低く、呪じゆ文もんのような声こわ音ねで、秋葉が囁ささやいた。


「要いりもしないペットを押しつけられて、迷惑している」


「知るかよ！」


　そんな事情は輝には関係ない。被ひ害がい者しやは自分だ、と輝は激しく主張した。


　秋葉が、これ見よがしにため息をついた。片手で輝を捕えたまま、空いた片手でネクタイを外す。


　輝の本能が、危険を察知した。が、その時にはもう手て遅おくれだった。


「…なら、出て行きたいようにしてやろうか？」


「な…っ!?」


　抗あらがう術すべもないような素早さで、秋葉はネクタイで輝の両手首を後ろ手に縛しばり上げた。関節の軋きしむ音がして、輝は呻うめいた。


「なに…するんだよっ…！」


「レイプだよ。嫌いやなら逃げろ」


　天気の話でもするかのような鷹おう揚ようさで、秋葉は告げた。輝は思わず、息を飲む。


　たかが同い年の少年であるはずの秋葉のことを、心底恐いと感じた瞬間だった。


　輝の脳裏に、あの日の夜に秋葉がしていた様々な行こう為いが蘇る。秋葉の、少年らしからぬ太い陰いん茎けいは、まるで女にするように少年の禁きん忌きの蕾つぼみを突き刺さろうとしていた。


　ぞくっ、と輝の背筋に戦せん慄りつが走った。今、秋葉が自分にしようとしているのは、まさしくあの行為だろう。


　恐怖を殺して、輝は言った。


「おまえ…っいつも、こんなこと…してるのかよ…！」


「いいや」


　軽々と、枕まくらでも運ぶように秋葉は輝をベッドに投げた。衝しよう撃げきで、輝は息を詰つまらせる。


「強ごう姦かんはまだしたことがないから、少しは興味深い」


「ヒ…！」


　紙でも破くような手軽さで、秋葉は輝の制服を引き千切った。まずは、シャツ。それから、ズボン。下着は足首に引っかかったまま放置された。これから行なわれるのがセックスではなくレイプなのだと、輝は思い知った。


「今まで抱いたヤツらは、男も女もみんな自分で足を開いて腰こしを振ったからな。つまらなかった」


「やめ…っ触さわ…んな…っ！」


　冷たい指が、熱く上下する輝の胸板をツ…と滑すべった。小さな突とつ起きを指先で弄もてあそばれて、輝はますます吐と息いきを乱す。


「嫌なら出ていけ」


　耳元で囁かれて、輝ははぁっと息を吐はく。この男の言いなりになるのは御ご免めんだった。それに輝には行く当てなどありはしない。


「………………」


　抵てい抗こうもやめて、輝は自棄やけを起こしたように四し肢しを投げ出した。好きにしろ、という合図だった。


　殴なぐられたって犯されたって、自分の意志を変えるつもりはないと無言で伝えているのだ。


「…ふうん」


　興味なさそうに呟いて、秋葉は再び輝の躰からだに触ふれた。輝が「んっ」と声を殺す。


「おまえはこのためにここに連れて来られたんだから、誰も助けてはくれないぞ。私を咎とがめる者もここにはいない。…それでも出ていかないのか？」


　やはり輝は目を逸そらしたまま、答えない。秋葉もまた、それ以上は聞かなかった。


　くりゅ、と秋葉の指先で、輝の乳首が押おし潰つぶされる。痛いような痒かゆいような感覚に突き動かされて、輝はしきりに腰を蠢うごめかせた。


「誰だれかに、ここに触れられたことは？」


　医師が患かん者じやに聞くように抑よく揚ようなく、秋葉が輝に聞いた。輝は答えない。ただじっと唇を嚙かみ締しめ、時が過ぎるのを待っている。


　ぎりっ、と胸板の上で皮膚を捻ひねる音がした。


　秋葉の指が輝の乳首を抓つねったのだ。


「いたっ…！」


　輝は縛られて不自由な上体を、痛みにくねらせた。秋葉はもう一度、尋たずねた。


「こういうふうに裸はだかにされて、触れられたことはないのか？　男でも、女でも」


「ねえ…っよっ…！」


　悔くやしさに眦まなじりを濡ぬらして、輝は答えた。秋葉はやや困こん惑わくしたように目を伏ふせた。


「よりにもよって、初めてか。そんなのを押しつけられるとはな…」


「…るせぇ…！」


　痛みと恥はずかしさに必死で耐たえながら、輝は毒突く。


　目を閉じている間に、秋葉の顔が自分の躰に近づいているとも知らずに。


「…アッ！」


　胸に吐息を感じて、輝は身じろいだ。皮膚の薄い、敏びん感かんな部分に熱い吐息を感じた。触れたのは吐息だけではなかった。


「やぅ…っ」


　ぬめる舌が、神経の塊かたまりのようなそこを舐なめた。そんなふうにされるのはもちろん初めてで、輝にはどう反応していいのかわからない。


「やだ…ッ、き、もち…悪ィ…っ」


「ならじっとしてろ」


　舐めながら、秋葉が言う。


「気持ちが悪いなら、腰を振ったりするな。矛む盾じゆんしてるぞ？」


「…ッ！」


　確かに秋葉の言う通りだった。輝の躰が示す反応は、まるで快感を現わしているかのようだ。白い肌はだは上気してピンク色に染まり、唇から溢あふれる吐息は乱れたまま止められない。またそれ以上に輝には恐れていることが一つあった。


（嫌だ…っどうして…!?）


　未まだ指一本触れられてはいないのに、下か肢しで晒さらされている輝のペニスは、早くも頭を擡もたげ、熱く脈打っていた。絶対に感じないはずの性感を感じて、輝は困惑の極みに陥おちいる。好きでもない相手、しかも男に乳首を嬲なぶられたくらいで、性器を膨ふくまらませてしまった自分の体が信じられなかった。


「…ン、あ…！」


　秋葉の口こう腔こうで、輝の乳首がコリッと音をたててすべった。堅かたくしこってしまっている証しよう拠こだ。男でも感じれば乳首が堅くなるなんて、輝はこの時まで知らなかった。


　輝のそれを口から出して、秋葉はふっと口の端はしを吊つり上げて笑った。明らかに、侮あなどったような嘲ちよう笑しようだった。せめてもの抵抗に、輝は気丈に秋葉を睨ねめつける。けれどそれも一いつ瞬しゆんで終わった。


「やぁ…っ！」


　すでに直立している輝の陰いん茎けいを、秋葉がまさぐったのだ。触れられるだけで射精してしまいそうで、輝は短く何度も呼吸した。


（嫌だっ…どうして…！）


　どうしてこれくらいで勃ぼつ起きしてしまったのか、輝にはわからない。男にレイプされるというこんな異常な事態で、なぜ、と何度も思考を巡めぐらせる。


「ふ、ぅ…っ」


　大きな掌てが、何度も輝のものを揉もみしだいた、硬かたい陰茎も、軟やわらかい陰いん囊のうも、すべてが秋葉の手の内に絡からめ取られる。


　じっくりと掌で味わって、秋葉は言った。


「小さいな。それに毛も薄い。舐めやすそうだ」


「…う…っ」


　悔くやしさで、輝はついに涙なみだを零こぼした。体と同様、性器が小さいことは輝にとってはひどいコンプレックスだった。


　チュクッ、と濡ぬれた音がした。秋葉に握にぎられたペニスはすでに、しとどに蜜みつを漏もらし始めている。先走りというには大量すぎるそれが、手の筒つつでこすられることで淫いん靡びに濡れた音をたてる。


「あ…！　あ、んン…ッ」


　秋葉が強しいる淫行は、不本意ながら自じ慰いよりもよほど大きな快楽を輝の躰にもたらした。掌にのばされた蜜は互たがいの体温に蕩とろけ、甘くぬるく輝の若わか牡おすを包む。絶妙な強さで快感の芯しんを搾しぼられて、輝は女のような嬌きよう声せいを止められなくなった。


「やぁ…っや、アァッ…！」


　剝むき出しの尻肉が、左右に揺ゆれてシーツに深い皺しわを刻む。絶頂はもうすぐそこまできていた。


　いく、と思った瞬間に、秋葉の手は無情にも輝を突き放した。


「あ…？」


　無意識に、不満気な声を輝の唇は零していた。秋葉の顔が、輝の視界から一旦消えた。頭を下肢の部分に動かしたからだ。


　とんでもない箇か所しよに吐息を感じて、輝はまた悲鳴をあげた。


「ひぅっ…！」


　痛いくらいに勃起し、裏筋を張り詰つめさせた輝のペニスの先端を、巧たくみな舌がちらりと舐めた。トピュ…と蜜が零れる音を、輝は躰の奥おくで聞いた。舐められた亀き頭とうから、また新しい先走りが漏れた音だ。


　値ね踏ぶみするように眺ながめ、味見した後、秋葉は興味を含ふくんだ声で言った。


「悪くなさそうだ」


「なに……や…、はっ…！」


　根元から先端までを一気に舐め上げられて、輝は太ふと股ももの内側を激しく突っ張らせた。舌の圧力で、濡れた勃起がふるりと震ふるえる。


「やだっ…やだっ、やめ…ろよぉ…っ！」


　同性にそんなところを舐められるなんて、輝には屈くつ辱じよくでしかない。それなのに性器だけは別物のように、愛あい撫ぶに悦よろこび亀頭をヒクつかせる。


「あぅっ！　く、ぅ…っぅ、やぁぁぁ……っンッ！」


　舌が、ヌッ…と音をたてて剝き出しの先端を押し分けた。さっきから引っ切りなしに涎よだれを垂たらしている尿によう道どうの窪くぼみを、貫つらぬく勢いで拓ひらかれる。


（やだっ…やだ…先っぽに…っ入ってくるよぉ…っ！）


　性器の中にまで舌を入れられそうで、輝は怯おびえた。恐怖と隣となり合わせの淫楽で、今にも精液を漏らしてしまいそうだった。


　秋葉の口こう唇しんが、一旦離れた。性器を突っ張らせたまま、輝はほぅっと息をつく。次の刹せつ那な、不意打ちで性器を絞しぼり上げられた。


「いっ…ああアッ！」


　あと少し息を吹ふき込めば破は裂れつしてしまう風船を、無理矢理割られたのに等しかった。弾はじけた精液は、輝の顔にまで飛び散った。かつて感じたこともないほどの激しい射精感に、輝は目茶苦茶に全身を捩よじらせる。


「ひぅぅ…っウ、アッ！　く…っ！」


　射精というよりは、むしろ失禁に近かった。輝が身を捩るたびに、白い蜜液は四方に飛び散る。ペニスを揺らして身み悶もだえる輝の様子を、秋葉は観察するような目で冷たく見下ろしていた。


「ふ…ぅ…っ」


　ようやくすべてを吐はき終えて、輝はぐったりと四肢を投げ出した。目を開けるのも嫌いやだった。目を開ければ、またあの意地の悪い双そう眸ぼうとぶつかる。秋葉の、凍こおるような冷たい目と。


　後ろ手に縛しばられたままの手首が痛かった。輝はしきりに足を閉じ、萎なえて濡れた性器を庇かばうようにして体を起こそうとした。愚おろかなことに、輝は漠ばく然ぜんと、これですべてが終わったと信じこんでいた。


　ようやく半分ほど起き上がった上体を、秋葉が再び突き飛ばし、ベッドへと戻もどした。


「あ…っ！」


「なにをしている」


　秋葉の手によって、輝の両足首が持ち上げられ、大きく開かされる。


「やだ…っ見るな…ッ！」


「おまえの『仕事』はこれからだろう？」


　そうされると先刻以上に輝の恥部は丸見えになる。秋葉の眼前に晒さらされるものは性器だけではなくなる。閉ざされた尻しりの割れ目の奥までもが、露あらわにされてしまうのだ。


「うそ…っや、だ……っやだぁーっ！」


　過日に秋葉が他の少年と行なっていたことが、どっと輝の脳裏に蘇よみがえる。夜目にも太く大きかった秋葉の男根が、そこに突つき刺ささるのだ。


　輝にはそれは、恐きよう怖ふでしかなかった。


「ヒッ…ぃぅ…っ」


　硬こう直ちよくした体の奥に、秋葉の指が忍しのび込こむ。男にしては繊せん細さいな、けれど確かに節くれだった男の指だった。硬かたく閉ざされた禁きん忌きの入り口が、揃そろえられた二本の指で半ば無理矢理開かされる。


「堅すぎるな」


「あ…ァ…！」


　恐怖とショックで声も出せない輝の様子を慮おもんぱかる様子もなく、至極事務的に秋葉は呟つぶやく。侵しん入にゆうを拒こばむかのように、輝の後こう孔こうはキュンと収縮した。


　秋葉が一いつ旦たんベッドから降りた。もしかしたらやめてくれるのかと、輝は期待に縋すがるしかない。


　しかし、事態は更さらに輝が恐おそれているほうへと転がった。


「……ヒ……ぁ………」


　秋葉が机から取り出した物の用よう途とを思って、輝は愕がく然ぜんとした。エロ本の中でしか見たことのない淫具が、秋葉の手に握にぎられている。


　輝は更に抵てい抗こうを激はげしくさせた。


「やだっ嫌いやだっ…そんなの、やだよぉぉっ！」


「無理矢理突っ込まれて、裂さけるほうがいいか？　じっとしていたほうが得策だ」


　ヌチュッ、と嫌な音がした。輝は耳を塞ふさぎたかった。肛こう門もんの奥に、なにかを塗ぬり込まれた音だ。狭せまい孔あなの中を指で搔かき回されるだけで、輝はもう空っぽになったはずの陰茎を収しゆう斂れんさせる。


　おぞましいはずのこの行為に、輝の体は確かに感じていた。


（そんなとこ…っ…嫌なのに……っ…！）


　やがてぬめる孔の入り口に、冷たく硬い無機物の感かん触しよくが触ふれた。輝が息をつく間もなく、それは一気に突き入れられた。


「ひぃぅっ！」


　それだけの刺し激げきで、輝のペニスはまた勃たった。ピクンッと肉にく茎けいを震わせて、輝は後孔で甘あまくもないスティックをしゃぶらされた。バイブは細かったために痛みはないが、痛みよりもよほど残ざん酷こくな淫いん虐ぎやくが待っていた。


「あぅ…っン…アァッ…！」


　小刻みな振しん動どうと、耳につく機械音。ヴヴ…ヴヴ…と何度も響ひびくその音に、輝はますます身を捩らせる。


「やだぁっ…そんな…奥…っ！」


　秋葉は容よう赦しやなく、小さな後孔にバイブを捩ねじ込こむ。突き入れるだけでなく、バイブの把とつ手てを持って輝の孔を縦横に拡ひろげたりもした。それで輝はこの行こう為いが輝の快感のためでなく、秋葉の男根をしゃぶらされるためにされている行為だと思い知る。


「いやっ…やぁぁ…っンッ！」


　自分では触れたことさえない蕾つぼみの奥を嬲なぶられて、輝は女のような悲鳴をあげた。その瞬間、秋葉が会心の笑みを浮かべたことさえ知らずに。


「ヒッ！」


　輝が声をあげずにはいられなかった奥の微び妙みような膨ふくらみを、秋葉は振動するバイブの先でクリッとつついた。輝の口から、嬌声と涎が溢あふれる。


　秋葉はゆっくりとそれを引き抜いた。


「く、ふぅぅっ！」


　輝には一瞬、自分の身になにが起こったのかわからなかった。意識さえもがどろどろに蕩とろけそうな淫行から目覚めると、秋葉のものはすでに後孔に突き入れられた後だった。輝にとっては恐ろしいことに、痛みよりも快感のほうが大きかったのだ。


「や…っなに…やだっ…ぁ…っ！」


　その大きさを思い知ったのは、律動を開始されてからだった。熱く脈打つ剛ごう直ちよくが、縦横に輝の中を凌りよう辱じよくし始める。


「やだっ…恐こわい、恐いよぉっ！」


　ジュクジュクと、果実を潰つぶすような音がした。秋葉のペニスが、輝の体内で擦こすれる音だ。虫ピンで止められた蝶ちようのように、輝は秋葉に射い貫ぬかれたまま身動きもできなくなる。


「やめ…って…やだあっ！　入れ…るの、やぁっ…！」


　言っても、秋葉が聞いてくれるはずもない。輝にはただ、秋葉の二の腕うでに爪つめをたてるしかなかった。


「痛いのか？」


　思いもかけず、秋葉が輝に聞いてきた。輝は闇やみ雲くもに、首を縦に振ふった。もしかしたら、抜ぬいてくれるかも知れないと思ったのだ。


　そうして秋葉は輝から陰いん茎けいを引き抜いた。輝はほぅっと安あん堵どした。輝はまだ、秋葉を理解してはいなかった。


「や……!?」


「痛いなら、痛くないようにしてやる」


　秋葉の指が、舌が、たった今陰茎を含ふくまされていたばかりのアヌスに再び伸のびた。


「ヒッ…あぁぁッ！」


　先刻淫具で見つけられてしまった前ぜん立りつ腺せんの膨ふくらみを、今度は生身で嬲られて、輝はたまらず蜜みつと悲鳴を漏らした。硬い指先と柔やわらかい舌先で、交互に輝の微び細さいな内部を辱はずかしめる。


「やだぁ…っア、あぁ……っンッ！」


　再び陰茎で貫かれた時にはもう、輝のアヌスは完かん璧ぺきに女に変えられていた。疼うずく体の奥を硬くて熱い生身で突いて欲しくて、輝は心とは裏腹に腰こしを擦こすり付けていた。
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「腰が、痛い…」


　暮れなずむ寮りようの自室で輝は、ベッドに突つっ伏ぷしたまま誰だれに聞かせるでもなく呟いた。窓の外からはカラスの鳴き声が聞こえる。濃こい陰いん影えいが、部へ屋やの床ゆかに奇き妙みような形の地図を描えがいていた。


　ぼんやりとそれを見ながら、輝はもう一度、呟いた。


「腰っていうか、尻しりが痛い…」


　それは紛まごうことなき本音だった。他ほかに言葉もなかった。


　部屋に、秋葉の姿はない。ひとを強ごう姦かんした後だというのに、秋葉は時間通りに平然と夕飯を食べに行った。あまつさえ、立つこともできない輝に対して、「夕食は？」と平然と聞いてきた。


（宇宙人か!?　あいつは…！）


　輝はぐっとシーツを摑つかんだ。秋葉の考えることは、なにひとつ輝には理解できそうになかった。


（ちっっくしょおぉ……オレが、なにしたっていうんだよ…!?）


　汗あせや精液で濡ぬれた体が気持ち悪くて、輝はやけくそにシーツで体を拭ふいた。が、ふと考えてみるとこれは自分のベッドだ。当然シーツも自分のものだから、洗せん濯たくするのは輝自身だ。


　秋葉はちゃっかりとそんなことまで計算していたのかと思うと、輝の怒いかりはますます燃え上がった。


（そもそも秋葉のオヤジってヤツは、どうやってオレのこと調べたんだ!?　オレはあいつのオヤジになんか会ったこともないのに！）


　精液まみれのシーツを床に投げ捨てて、輝はベッドの上に胡座あぐらをかいた。やはり、いくら考えても接点は見当たらなかった。


（秋葉を締しめ上げて吐はかせるのが一番早いんだけど…）


　それが不可能事であることは、今回の逆ぎやく襲しゆうで身に染みてわかった。


（困ったな。名めい刺しくれた代理のおっさんにはいくら聞いても無む駄だだったし…）


　輝には秋葉の他に、自分を秋葉の『ペット』に選んだという秋葉の父親へつながる糸口がなにもないのだ。


（秋葉が噓うそをついている、ってことはないよな？　他の連中の口からも聞いたし、オレを追い出すためだけなら、他にいくらでも楽なやり方はあるはずだしな）


　そんな策を弄ろうさなくても、輝はとっくにここを出て行きたいと思っていた。こんな暗い学校、本当はもう一日だっていたくはなかった。


　しかし、皮肉なことに秋葉は、輝に『ここにしばらく居続ける』理由を与えてくれた。


（ぜっったい、このまま泣なき寝ね入いりなんかするもんかよ！）


　今度の一件で、一つわかったことがあった。秋葉は輝を、この部屋から追い出したがっている。別に好みでもないという輝を抱だいた理由は、まさしくその一点のみだろう。


（今出ていったら、あいつの思う壺つぼじゃねーか！　絶対にあいつに一ひと泡あわ吹ふかせてからじゃないと、出ていかねーよオレは!!）


　皮肉なことに、秋葉の無体な行こう為いが輝の負けん気に火を灯ともした。ようやくタオルで体を拭いて、輝はシャワー室へと向かった。








　シャワーを浴びて部屋に戻ると、秋葉が食堂から戻もどってきていた。タオルを首にかけたまま、輝は条件反射でずざっとドアの向こうへ後ずさった。


「か、帰ってたのか…っ!?」


「ああ」


　秋葉は机に向かったまま、短く答えた。まるっきり、何事も起こらなかったような様子だった。


　輝はそろそろと摺すり足で部屋に足を踏ふみ入れながら、自分に言い聞かせる。


（くそっ…、逃げちゃダメだ！　ビビッたら負けだ───────！）


　狂きよう犬けんと目が合ってしまった時のような激はげしい緊きん張ちようを、輝は感じずにはいられなかった。それも当然だった。ほんの数十分前まで自分を強姦していた男を目の前にして、怯おびえずにいられるわけがない。


　震ふるえと戦いながら、輝は手早く自分のクローゼットを開け、パジャマに着き替かえた。着替えながらもしきりに、秋葉の様子を盗ぬすみ見る。秋葉は平然と、机の上に本を広げていた。


（こいつ…、弱点とかないのか？）


　着替え終わった後も、輝はベッドに腰こし掛かけてじっと秋葉の背中を観察する。せめて彼に一矢報いてからここを出て行きたい。しかし、復ふく讐しゆうの時期は早いほうがいい。


　本を読む秋葉を見ながら、輝は秋葉に出会ってからの短い期間の出来事を反はん芻すうしていた。


　初めて坂道で会った時の印象は、決して悪くはなかった。むしろ、また会いたいと思うくらいにきれいな顔だと思ったのに。


　その時のことを思い出すと、輝はまた悲しくなる。もしもまだ秋葉について少しでも好ましいと思える箇か所しよがあるとしたら、それは顔だけだった。本当に、秋葉がいいヤツだったらよかったのに、と何度も思う。


　輝の視線を意に介かいする様子も見せず、秋葉は一いつ旦たん本を読むのを中断して伸びをした。目が疲れたのか、眼鏡めがねを外して目頭のあたりを押さえている。


　輝の心臓が、不覚にも一度不整に脈打った。秋葉の顔は、眼鏡をしていない時のほうが格段に優しげに見えるからだ。


　でも、そんなのは自分の勝手な思い込みだ、と輝は自分を戒いましめる。


（そういえばこいつ、かなり目が悪いんだっけ…）


　初めて会った時、秋葉は眼鏡を落としてかなり困っている様子だった。眼鏡なしでは一歩も歩けないような状態だと聞いた。


（秋葉のヤツ、あの時のこと全然話さないな。やっぱり知られたくないことなのか…？）


　その可能性は高かった。ほとんど完全無欠ともいえる秋葉の、唯ゆい一いつともいえる弱点が視力だ。


（ん…弱点…!?）


　自分で考えて、秋葉は唐とう突とつにひらめいた。


　秋葉は、眼鏡なしではほとんど物が見えない。ということは、眼鏡さえ奪うばってしまえば輝にも勝機はあるのではないか。


（なんだ！　そーか、その手があったよなー！）


　少々卑ひ怯きような手のような気もするが、輝だって相当酷ひどい目に逢あわされたのだ。これくらいの報復は許されるだろうと、一人納なつ得とくすることに決めた。


（しかし問題は、いつ奪うかだよな…）


　ない知恵を絞しぼって、輝は秋葉が隙すきを見せそうな場面を考えてみた。


　さすがに必ひつ需じゆ品ひんだけあって、秋葉はほとんど肌はだ身み離はなさず眼鏡をかけ、または持ち歩いている。眼鏡を外す場面といえば、風ふ呂ろか就しゆう寝しん時じくらいしか考えられないが、風呂場では貴重品は鍵かぎのかかるロッカーにしまわれるためチャンスはない。


（とすると、やっぱ寝ている時だな）


　輝は顎あごに手を当てて、にやりと不ふ穏おんな笑みを浮かべた。


（まずは眼鏡を隠かくして、それから縛しばり上げて、そりゃーもうメチャクチャなことしてやるッ。つってもオレはホモじゃないから、顔に落書きとか恥はずかしい写真を撮とるとかだけどな！）


　消灯までに抜ぬけ出して、どこかで使い捨てカメラを調達してこなければ、と輝は手順を画策した。これから秋葉の吠ほえ面づらが見られるのかと思うと、今までに感じたことがないくらいワクワクした。








　待ちに待った消灯時間がやってきた。


　毛布の中で、輝は獲え物ものを狩かる動物のようにじっと秋葉が寝入るのを待った。手には、購買部で手に入れたフラッシュ付き使い捨てカメラが握にぎられている。暴れられた際に縛るためのガムテープも用意済みだ。


　計画は完かん璧ぺきだと、輝は一人悦えつに入いった。


　リーリーとかしましい虫の音に合わせて、程なくして秋葉の寝息も聞こえてきた。神経質そうな外見に似合わず、秋葉の寝付きはかなりよかった。


（そろそろ寝た…かな？）


　起こさないように、輝はそろりと上体を起こした。そっと裸足はだしの足を床ゆかにつけ、隣となりの秋葉のベッドへと向かう。頭の横に立ち、慎しん重ちように様子を窺うかがった。


「…秋葉？」


　万が一にも意識があると困るので、輝は試しに一回だけ、小さく秋葉を呼んでみた。返事はなかった。輝はとりあえず、ホッと胸を撫なで下ろす。


　これから復讐する相手の顔を、輝はほんの数刻、そっと見つめた。


　夜目にも整った顔に見えた。閉じられた瞼まぶたを飾かざる睫まつ毛げは近くで見ると意外に長く、窓から差し込む月明りが微び妙みような陰いん影えいを頰ほおに落としている。その頰のラインも精せい悍かんなカーヴを描いているし、鼻だってすっと通っていて本当に整っていた。


　輝は思わず、ため息が出た。


（本当に、口さえ開かなきゃ超ちよう美青年で通るのになー、こいつ）


　ベッドサイドに置かれた銀の縁ふちの眼鏡を、輝は手早くポケットに突っ込んだ。これで秋葉の動きは封ふうじたも同然だ。


（あとは、手足を縛れば完璧だな。ここからが真しん剣けん勝負…）


　そぅっと、羽毛をつまむような手つきで、輝は秋葉が掛けている薄うすい毛布を持ち上げた。それでも秋葉は目を覚まさなかった。


　成功の予感に、早くも輝の頰は紅潮する。


（よっしゃあ！　もらったッ！）


　毛布は完全に、横たわる秋葉の足元まで下ろされた。ここから先は、慎重さよりも素早さだ。腕わん力りよく勝負で、そもそも輝が秋葉にかなうはずがない。秋葉が覚かく醒せいする前に、手足の自由を封じるのが輝が勝つための絶対の条件だった。


　ガムテープを手に、まずは秋葉の右手を取る。それから左手を取って頭の上で一つにまとめさせれば、事は簡単に進むはずだった。


　が、しかし。


「……ひぇっ!?」


　素すっ頓とん狂きような悲鳴を漏もらしたのは、秋葉ではなく輝のほうだった。完全に熟じゆく睡すいしているはずの秋葉の目が唐突に見開かれ、自分を摑つかもうとしている輝の右手を逆に摑み返してきたからだ。


　輝は咄とつ嗟さに逃にげようとしたが、叶かなわなかった。秋葉はしっかりと輝の手首を握り、決して離そうとはしない。


　暗がりの中で、秋葉の口の端はしが意地悪そうに吊つり上がった。


「…なんの真似まねだ？」


　答のわかりきっている質問を、あえてぶつけたのは輝に対する意地悪以外の何物でもないだろう。輝は「あわわ」と口を押おさえた。


「い、いやっ、別にっ…布ふ団とん、掛け直してやろうと思って…！」


「じゃあそのガムテープは？」


　輝は、手に握り締めているガムテープがじっとりと汗あせで濡ぬれるのを感じた。こんなにすごい冷や汗をかいたのは初めてだ。


（ど…どうしよう!?　なんとか言い訳しなければ…！）


　眼鏡を奪って、目が見えなくなったところで復讐しようとしていました、とは、口が裂さけても言えるはずがない。


　が、秋葉はすでに、そのことに気づいている様子だ。


（そうだよな～…、この状じよう況きようで気づかないってほうが無茶だよな～…）


　輝はがくりと肩かたを落とす。


　秋葉はおもむろに上体を起こすと、暗がりで輝の目を見み据すえて低く言い放はなった。


「いい加減、私に構うのはやめろ」


「な…!?」


　心外なことを言われ、輝はカッとなり言い返す。すぐにカッとなるのは彼の悪い癖くせだった。


「さ、先に手ぇ出してきたのはそっちだろ!?　オレはなんにもしてなかったのに！」


「うるさくつきまとってきただろう」


　冷たく即そく答とうされて、輝はぐっと返答に窮きゆうした。確かに輝は、真実を問い質ただすために秋葉に詰つめ寄った。しかし、それだってもともとの原因は秋葉にもあったはずだ。


「なんで…そーゆー言い方しかできねえんだよ…!?」


　口で勝てないことはもうわかりきっている。これ以上輝は、秋葉になにかを期待するわけではない。が、なぜだかあの日、坂道で初めて会った時のことばかりが脳裏に思い出されて、輝は急きゆう激げきに悲しみに胸を衝つかれた。


「オレが、おまえになにしたってゆーんだよ…っ！」


　泣きたくもないのに涙が溢あふれてきて、輝はぐっと奥おく歯ばに力を入れた。


　最悪だった。よりにもよって秋葉の目の前で泣いてしまうなんて、輝にとっては殴なぐられる以上の屈くつ辱じよくだ。なんとかこらえようとしても、一度堰せきを切った流れは止められない。


「……………」


　声を殺し、腕うでで涙なみだを拭ぬぐいながら泣く輝を、秋葉はやはり感情のこもらない目でじっと観察していた。ふと、秋葉の右手が涙で濡れた輝の頰に伸のびる。輝はきつく目を閉じて、全身を強ばらせた。


　殴られる、と思ったのだ。


　が、次に秋葉が取った行動は、輝にはまるで予測のつかないことだった。


「泣くな」


　やはり低い声で抑よく揚ようなく言って、秋葉はそっと輝の頰を撫なでた。それは殴られるよりもよほど、輝には驚くべき事態だ。


　秋葉が、自分に優しく触ふれるなんて。


「あ、きば…？」


「…………」


　輝に触れたまま、秋葉はまた押し黙だまる。なんとも気まずくて、輝はふと目を逸そらしてしまった。秋葉はまっすぐに、目を逸らすこともせずに、輝を見つめている。


　思い切って、輝は一度伏せた顔を上げてみる。吐と息いきが触れるほどの至近距きよ離りで、まともに秋葉と視線がぶつかった。


　また不ふ謹きん慎しんに、輝の鼓こ動どうが高鳴った。


　深い、深い夜の色があった。


　間近で見る秋葉の双そう眸ぼうは、ほんとうに漆しつ黒こくで吸い込まれそうな錯さつ覚かくを輝は感じた。左目の色素がやや薄いのも、暗がりの中でなら気にならない。


　一いつ瞬しゆん、悲しみも怒いかりも忘れて、輝は景色にでも見とれるように秋葉の目に見とれた。秋葉の性格は決して好きになれないけれど、見た目だけなら輝は確かに好きだった。


「…オレ」


　無意識に、輝の口をついて出た言葉があった。


「やっぱ、眼鏡かけてないおまえのほうが…いいな…」


　なぜそんなことを言ってしまったのか、輝自身にも本当に不可解だった。秋葉と出会ってからの輝は、自身で考えてみても明らかに様子がおかしかった。


　その時、秋葉の表情に、陰かげとも切なさともつかない微び妙みようななにかが浮かんだことに、輝は気づかなかった。


　秋葉の顔が、斜ななめに傾かしいだ。唐突に唇くちびるを重ねられても、輝にはよけることができない。抵てい抗こうする術すべも、思考も、秋葉に見つめられるだけで霧きりのように消えかけていた。


　ようやく我にかえったのは、口こう腔こつに舌を入れられた刹せつ那なだ。


「やっ…」


　小さく声をあげ、輝はベッドから離はなれようともがいた。が、逆に秋葉に引き寄せられ、ベッドに引き摺ずりこまれる結果となる。


「み、見えないんじゃなかったのかよっ」


「だから、こうして摑つかまえている」


　賢かしこいな、と至極当然のことに輝は感心してしまう。確かに、見えなくても摑まえておけば確実だ。


　場ば違ちがいな感動に浸ひたっている間に、また唇が近づいてきた。輝の手が、秋葉の口を押さえた。


「やだよ…っ、こんなの…」


「眼鏡はかけない。それでいいだろう」


「…いや、そういうことじゃなくって…！」


　輝はようやく、自分がとんでもないことを言ってしまったことに気がついた。


（あ、あんな言い方したらっ…眼鏡かけてないこいつのことは、『好き』…みてえじゃんかよ…！）


　そんなつもりではなかったのに、と後こう悔かいしてももう遅おそかった。秋葉の手が優しく、けれど手際よく、輝のパジャマを脱ぬがせてしまう。ズボンを下ろされ、性器がまろび出た瞬間、輝は慌あわてて両手で股こ間かんを覆おおった。


　その手をどけようとして、秋葉が言う。


「どうせ見えない」


「けど…っ！」


　恥ずかしいことにかわりはない。輝は決して手をどけようとはしなかった。


　すると秋葉は、早々に輝の下か肢しに手を伸ばすことはあきらめ、はだけられた胸板に唇を寄せてきた。


「あ…」


　下半身に気を取られていた輝は、不意を衝つかれて胸を庇かばい損そこねた。カリ…と未熟な果実を嚙かじるような音がした。


　秋葉が、輝の胸の突起を嚙った音だ。


「ン…ッ！」


　嚙られた箇か所しよから、直すぐ様さま電流のような甘い疼とう痛つうが輝の躰からだに流れた。以前ならなにも感じなかったはずの乳首が、たった一度のセックスで鋭えい敏びんな快楽の塊かたまりに変わり果ててしまっている。


（オレの体…おかしいよ…！）


　初めてのセックスからまだ半日しか過ぎていないのに、輝はどこに触ふれられても怖こわいくらいに快感を感じていた。秋葉の手には、なにか仕し掛かけがあるのではないかと真しん剣けんに疑ったりもした。


　感じるはずのない性感が、どっと荒あら波なみのように押おし寄せてくる。


「や…そこ…ぉ…っ」


　やめて欲しくて放った言葉は、女のように甘ったるい声で響ひびいた。輝はぱっと両手で口を押さえる。


　その隙すきを秋葉が見み逃のがすはずもなく、輝は呆気あつけなく性器を捉とらえられた。


「や、ンッ」


　ぎり、と奥歯が鳴った。輝は歯を食いしばり、なんとか声をこらえようとしたが無む駄だな努力だった。


　秋葉の手が、ゆっくりと輝を嬲なぶり始める。


「あぁ…っふ…っ」


　他人の手で擦こすられるのは、蕩とろけそうなほどに気持ちがよかった。輝の四肢から、どんどん力が抜けていく。


「昼間あんなに出したのに、もう？」


　少しいじられただけで亀き頭とうを濡ぬらしてしまった輝を揶や揄ゆして、秋葉は薄うすく嗤わらった。先せん端たんの溝みぞをくすぐる秋葉の指の腹と、輝のペニスの間に透とう明めいな糸がかかる。そんな屈辱的なことを言われても、輝には抵抗する気が起こらない。


　半分ほど頭を擡もたげた陰いん茎けいはじんじんと熱く疼うずき、秋葉の手で射精させられることを激しく待ち望んでいる。


　秋葉はわざと、掌ての筒つつで輝を包んだまま動きを止めた。や、や、と短く啼なきながら、輝はしきりに腰こしを揺ゆする。その動きは徐じよ々じよに淫いん靡びさを増し、まるで手の筒を女の性器に見立てたかのような律動へと変わった。


　秋葉はじっくりとそれを視覚と触しよつ覚かくで愉たのしむ。清せい楚そな桃もも色いろのペニスが、男の手の筒を出入りする様は、たまらなく淫みだらだった。


「うぅ…っん…っ！」


　輝の頰が、酩めい酊ていしたように紅あかくなる。実際彼は、悦えつ楽らくに酔よっていた。腰を振ふるたびに、シュピ…と皮を擦る音がする。乾かわいていた表面が先走りに濡れてくると、今度はチュクチュクと猫ねこがミルクを舐なめ啜すするような音へと変化した。


（嫌いやだ…っ変な音、する…っ！）


　奥底に沈しずんだ意識では、こんなことやめたい、逃にげたいと願っているはずなのに、輝の躰は少しも言うことを聞いてはくれなくなっていた。秋葉のセックスは魔ま術じゆつだった。淫行などとは程遠い世界にあった輝の躰を、たった一度の強ごう姦かんでいとも容易たやすく変えてしまった。


「ア、ン…ッ」


　唐突にペニスから手を離されて、輝はあからさまに不満気な声を漏もらした。この時点で、輝の負けは決まった。秋葉はゆっくりと、輝を捕とらえていた手を離した。


　捕つかまえていなくても、輝はもう逃げないという確信に満ちていた。


「イキたいか？」


　輝の耳じ朶だを甘く嚙かみながら、秋葉は囁ささいた。


　輝の首が、激しく縦に振られる。勃ぼつ起きしたペニスは痛いくらいに張り詰つめ、輝を苦しませている。


「後ろを向いて、私の顔を跨またげ」


「……え？」


　言われたことの意味がわからずに、輝はきょとんと目を見開く。秋葉が強引に輝の体を起こし、裸はだかの尻しりを寝ね転ころんだ自分の顔の上にくるように導いた。


「や……！」


　自分の取らされた体勢のいやらしさを知って、輝は咄とつ嗟さに身を捩よじらせる。が、秋葉はそれを、輝の急所を握にぎることで阻はばんだ。


「やぅっ…！」


　痛みと、射精できない苦しみに、輝は激はげしく髪かみを振り乱す。ついに輝の両足は、秋葉の顔を跨がされた。後ろを向いて顔を跨ぐと、仰あお向むけに寝た秋葉の口元にちょうど性器が差し出される形になる。


　輝はシーツを摑んで喘あえいだ。


「やぁ…っだ…っこんな…っ！」


「ズボンを脱がせろ」


　居い丈たけ高だかに、秋葉が命じる。輝は仕方なく、秋葉のパジャマのズボンを下ろした。


「あ……っ」


　思わず、輝は目を逸らした。下着ごとズボンを下ろすと、秋葉の屹きつ立りつがちょうど輝の目前にくるように跳はねねたからだ。


（こんな…大きいのが…）


　昼間は、自分の尻に入っていた。輝のアヌスは無意識にその太さや熱さを思い出し、ヒクンと入り口を疼かせた。これで奥おくまでつつかれて、何度も精液を漏らしたことまでをも思い出した。


（嫌だ…もう…あんなの…っ！）


　女でもないのに、男根で貫つらぬかれて達するなんて、輝には信じられなかった。しかし実際、自分はそうされた。秋葉のペニスで犯されて、確かに快感を感じていた。


（オレ…どうして、こんなことしてるんだ…？）


　嫌なことのはずなのに、体が勝手に先走ってしまうのだ。


　輝が我にかえる前に、秋葉が巧たくみな愛あい撫ぶで輝の思考を止めた。


「ひゃ…ぅ…っ！」


　秋葉の目の前に、実る果実のように差し出された肉棒を口に含ふくまれて、突つっ張ぱって上体を支えていた輝の両りよう腕うでががくんと崩くずれた。秋葉の口の中で、輝のペニスは蕩とろけそうになる。


「やだ…やだっ…舐め、るの、やあぁ…っ！」


　貪どん欲よくな体とは裏腹に、輝は心からそう願った。


　輝の、膨ふくらんだ小さな亀頭の丸みが、秋葉の口腔で飴あめのように舐ねぶり回される。包皮が剝むけ、剝き出しにされた亀頭は神経の塊だった。そんな箇所を舌でしゃぶられ、口こう唇しんで吸われるのだ。輝が達しそうになるのに、五分とかからない。


　しかし秋葉は、輝を簡単に射精させるつもりはないようだった。


　輝のものを一いつ旦たん口から解放し、秋葉は短く命じた。


「やってみろ」


「…あ？」


　とろりとした目をして、輝が問い返す。秋葉はぐっと腰を突き上げて、輝の口元に自身の切っ先を突きつけた。


「今してやったみたいに、私のものをしゃぶってみせろ」


「………や………！」


　秋葉は輝に、フェラチオを仕込もうとしているのだ。頰ほおで滑すべった肉棒から、慌あわてて逃れるように輝は首を振った。が、逃げることは当然叶かなわなかった。


「きゃぅぅっ！」


　言うことをきかないペットにお仕置をするように、秋葉は輝のアヌスに指と舌を捩ねじ込こんだ。グチグチと音をたてて中を搔かき回され、輝はあられもない悲鳴をあげる。


「ア、ア、やあぁっ…！」


「やれ」


　もう一度促うながされ、輝は仕方なく、目の前に聳そびえる陰茎に唇を押しつけた。どくどくと脈打つそれは生き物のようだった。


「口に含め。さっきしてやっただろう？」


「う……っ」


　輝はおずおずと口を開き、大きな亀頭を口にした。輝の口にはそれは大き過ぎた。ずっと口を開いていなければならないため、飲み込めない唾だ液えきがツ…と秋葉の陰茎を伝って流れ落ちる。


「舌で包んで、吸ってみろ」


「ンンッ…ん…んー…っ！」


　言われるまま、輝は口唇を使ってそれを吸う。息苦しくて、窒ちつ息そくしそうだった。


「次はこうだ」


　手本を示すかのように、秋葉は輝の亀頭の先をチロチロと舌先でくすぐった。すぐには輝が達しないように、根元を指で押さえながら。


「ふ……うぅ……っ」


　秋葉の舌が、ねっとりと熱く輝の陰茎の裏筋を舐め上げた。輝も真似して、秋葉のものを根元から先端まで舐め上げる。が、輝に真似まねできるのはそこまでだった。


「アッ…！　あ、んんん…！」


　秋葉の舌は、次に輝の陰いん囊のうを口にした。チュクチュクと飴玉のように転がされ、輝はがくりと秋葉の屹立の上に崩れ落ちる。秋葉の淫技の対象は、やがて輝の性器からアヌスへと移っていった。


「や…ん…っ」


　肛こう門もんと陰囊の繫つなぎ目を弄もてあそばれて、輝はまたペニスを濡らした。


（嫌だっ…そこ…変…になる…っよぉ…！）


　秋葉がそこに触ふれるたびに、輝は性器だけでなく恥ずかしい排はい泄せつ器官の奥までをも疼うずかせなければならなかった。きゅっと健気けなげに口を閉ざした入り口が、乱れた呼吸に合わせて開閉を繰くり返かえすのが輝自身にもわかる。


「そのままくわえてろ」


「あー…ッ」


　秋葉の指と舌が、本格的に輝のアヌスを性器へと作り変え始めた。入り口の皺しわを押し開き、硬い内部の媚肉を柔やわらかく揉もみしだく。少し入り口が綻ほころびると、ぬるりと熱い舌が狭せまい隧ずい道どうに捩じ込まれる。


「やだっ…だめ…だめ…だよぉ…！」


　輝は秋葉の屹立に頰を擦り付けて、背筋を突っ張らせた。


　そんなふうにされたら、自分が自分でなくなってしまいそうで輝には恐おそろしかった。


「は、ふぅぅ…っ！」


　ようやく秋葉は、輝の陰部を嬲なぶるのをやめた。無意識に、輝は尻を左右に振った。ふ、と満足げな笑みが、秋葉の頰に浮かぶ。


「乗れ」


　輝を抱き起こして、秋葉が言った。輝は何度も、子供のようにいやいやをする。


　促すように、秋葉が輝のペニスを爪つま弾はじいた。


「やぁん…っ！」


　張り詰めた肉茎はぷるんと揺ゆれて、先端から蜜みつを飛び散らせる。輝は両手で根元を押おさえ、必死で秋葉の淫いん虐ぎやくから自身を庇かばった。


「乗れ」


　もう一度、短く秋葉が命じた。


　震ふるえながら、輝は秋葉の逞たくましい胴どうを跨またいだ。


「あ……っ」


　尻の割れ目に秋葉の剛ごう直ちよくが当たるのを感じて、輝はぶるっと戦せん慄りつに身を震わせる。秋葉は手も使わずに、正確に輝の尻の割れ目の奥に自らの切っ先を突きつけた。


　秋葉の両手が、輝の細い腰を摑つかんだ。


　そうして容よう赦しやなく、輝の体を下に引き下ろしていく。


「ン、くぅぅ…っ！」


　ジュブジュブと、濡れた肉筒が割り拡ひろげられる音がした。爆はぜた石榴ざくろのように紅い禁きん忌きの蕾つぼみに、幼児の手首ほどもある太い陰茎が突き入れられていく。輝は何度もかぶりを振り、うわ言のように呟つぶやいた。


「やだ…っだめ…っだ、よ……っ入っ…ちゃ……ぅよ…ぉっ！」


　昼間は唐とう突とつに突き入れられたため、入る瞬しゆん間かんのことはよくわからなかった。が、今ははっきりとわかる。


　まず、一番太い亀頭の部分がズグッという感触で肛門の入り口を押し開く。それから太い幹が、ヒクヒクと蠢うごめく中の肉にく襞ひだをギュゥッと大きく割り拡げるのだ。輝は歯を食いしばり、なにかとてつもなく淫みだらなことを口走ってしまいそうな自分を殺した。


　一旦根元まで飲み込ませると、秋葉はおもむろに腰を突き上げ始めた。奥おくの微び細さいな部分を突かれて、輝はついにペニスから蜜を吹ふいた。


「きゃふぅっ！」


「ココ、だな？」


　面おも白しろがるような口調で、秋葉は何度もそこをつついた。そのたびに輝は、失禁したように精液を漏もらし続ける。


「アーッ！　あぁぁぁっ！」


「ここをよく覚えておけ。自分でも上手くこすりつけられるように」


「やだっ…やだ……そこ、止まらな……っ！」


　前ぜん立りつ腺せんなんて箇か所しよを、輝が知っているはずもない。ましてやそこに男のものを擦こすり付けていくなんて、考えたことさえなかった。


　気が触れたように泣きじゃくり腰を捩る輝をアヌスへの刺し激げきだけで射精させながら、秋葉は冷淡に囁ささいた。


「舐めていかせてやったのは、おまえがあんまり初心うぶだったからだよ。ペットなら主人に手間はかけさせないものだ。自分で濡らして、揉みほぐして、すぐに入れられるようにしておけ」


「やめ…っ…やあぁぁ……っんっ……！」


「すぐに入れるだけでイけるようになる。おまえは素質じゅうぶんだからな」


「ヒッ……くぅぅ…っ」


　やがて吐はき出すものがなくなると、輝の体は木偶でくのように揺さぶられるだけになった。更さらに執しつ拗ように輝を突き上げて、秋葉は呪じゆ文もんをかけるように輝に言った。


「舐なめてほしい時やいじってほしい時は、上手に『おねだり』しろ。いいな？」


「ん……ん………」


　長く続いた凌りよう辱じよくで自失している輝は、ぼんやりと首を縦に振る。この苦しみから逃のがれられるのなら、なにをしてもよかった。


　秋葉が、濡ぬれそぼってだらりと萎なえた輝のものを下から指一本で持ち上げた。未いまだ秋葉に貫かれたまま、輝の肩かたがぴくんと震える。


「ココをいじってほしい時は、なんて言うんだ？」


「ふ……ぁ………」


　虚うつろな視線で、輝は答えた。


「いじ…って……」


「いじってください、だろう」


「いじ……って、くださ、い……」


「どこを」


「……あ………」


　途と端たんに輝は言い淀よどむ。どう表現していいのか、わからなかったのだ。


　答は最初から、秋葉が決めていた。


「正解は、『僕ぼくのおちんちんをご主人様の指でいじめてください』だ」


「………っ！」


　あまりの淫らさに、輝はきつく唇くちびるを嚙かんだ。


　正気の時なら、脅おどされたって言えないセリフだ。しかし。


「いい子にしていれば、もっと気持ちよく射精させてやる。どうする？」


「……………ぅ…………」


　輝の喉のどが、ごくりと鳴った。輝は知らなかった。自分の躰からだが、こんなに淫らだったことを。（もっと…気持ちいいこと……）


　秋葉の勃ぼつ起きをくわえこんだ輝の内部が、ヒクンと収しゆう斂れんした。それが輝の正直な返事だった。


「オ…レの…」


「『僕』だろう」


　秋葉は徹てつ底てい的てきに、輝を貶おとしめるつもりらしかった。輝は仕方なく、言い直す。


「僕…の、おち……ち、んをっ……ご主……じ……ん様…の、指で……いじ……めて、………くださいっ……！」


「口でしゃぶられるのとどっちがいい」


　輝のペニスを摑んで、秋葉が尋たずねる。しばしの逡しゆん巡じゆんの後、輝は答えた。


「口…のが、いい……っ」


「そういう時は、なんて言うんだ？」


「…うぅ…っ！」


　輝の理性は、秋葉の手て管くだの前で完全に消し飛んだ。


　途と切ぎれ途切れに、輝は言った。


「舐め…てっ…オレ……ぼ、く…のっ…おち、ちん…舐め…て、くださ…い…っ！」


「駄だ目めだな」


　しかし、輝の哀あい願がんはいとも容易たやすく秋葉に一いつ蹴しゆうされた。


「今日は自分でするんだ。私のを入れたまま、自分でこすってみせろ」


　秋葉の手が、輝の手を摑んで半分ほど勃ぼつ起きし始めたペニスを握にぎらせる。輝は言われるままに、自身をこすり始めた。


「あぅ…っあ、やぁぁ…！」


　そうしてみて改めて、輝は秋葉の愛あい撫ぶの巧たくみさを知った。自じ慰いではもう、輝は達せなくなっていた。


　快感の度合いが、桁けた違ちがいなのだ。


　だから秋葉の凌辱は、今の輝には助け船以外の何物にもならない。


「女みたいにヌルヌルになって、ちんちんをしゃぶってるおまえの中はどうなってる？」


「ア……」


　淫らな詰きつ問もんに、輝は震えながら答えた。


「熱い…っ熱く、て……ヒクヒクッて…して、る……っ」


「どうしたら一番気持ちよくイける？」


「ンッ…」


　輝は闇やみ雲くもにペニスを擦った。


　しかし、絶頂は遠く、やってこない。


　その時秋葉が、グイッと腰を突き上げた。


「ふぁァッ！」


　また内部の、前立腺の微細な膨ふくらみをつつかれて、輝はぎゅっと陰茎を握る手に力をこめた。秋葉の指が、太い肉棒を捩ねじ込まれて弾はじけそうに拡ひろがる輝のアヌスの入り口を、くすぐるように指先で弄いじくる。


「ひ…ぃ…っ！」


　それだけで輝の亀き頭とうには、どっと淫楽の蜜が押し寄せてきた。輝は、『答え』を知った。


「あぅ…っヒッ…くぅぅ…っ！」


　拙つたない、目茶苦茶な動きで、輝は尻しりを上下に振ふりたて始めた。アヌスに含ふくんだ秋葉のものが、そのたびにヌチュクチュと音をたてて出入りする。


　秋葉はそれを、満足そうに見守った。


「アァッ…奥、やだっ…やだあぁ…っ！」


　心では拒こばんでも、躰は止められなかった。


　輝は自ら秋葉の陰茎に恥ずかしい部分を擦り付けて、奈な落らくの悦楽を貪むさぼった。


「やだぁぁぁ…っ！」


　最後に達した瞬間が、輝の精神が完全に堕おちた瞬間でもあった。飼かい犬いぬのように秋葉に尻を撫なでられながら、輝は再び精液をまき散らす。


（気持……ち、いい……よぉ……っ）


　それから先のことは、輝はほとんど覚えてはいない。きっと忘れたいほどに、淫みだらなことをしてしまったに違いなかった。
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　次に輝が目を覚ましたのは朝で、秋葉の姿はすでに部へ屋やになかった。


　輝はのろりと上体を起こす。寝ねているのは自分のベッドではなく、秋葉のベッドだった。目茶苦茶になったシーツを見て、輝は少しだけ「ざまーみろ」と思う。


（ひょっとしてこれ…、ミイラ取りがミイラってヤツ…？）


　思い出したくもない昨夜の狂きよう宴えんが思い起こされて、輝は再び枕まくらに顔を伏ふせた。バカだ、と心底から思った。


　誰だれがって、自分が。


（復ふく讐しゆうどころかこれじゃ、やられ損ぞんじゃん…！）


　泣くに泣けず、輝はぐったりとうなだれるしかなかった。


（やっぱ、出て行こう…）


　ひとしきり落ち込んだ後、輝はようやく決意した。


（相手が、悪かったんだ。オレなんかがかなうヤツじゃなかったんだよ、最初から。だってあいつ、でかいしコワイし金持ちだし…！　野良犬に嚙かまれたと思って忘れよう！）


　コンプレックスを丸出しにして、輝は早々に荷物をまとめた。時計を見ると、まだ六時前だった。


　起き床しよう時間にはまだ少し早いのに、秋葉はどこに行ったのだろう。訝いぶかしみながらも、輝は荷造りの手を早めた。もう顔を合わせたくなかった。


　しかし、輝が荷造りを終えるより先に、秋葉は部屋に戻もどってきてしまった。


「どこに行く気だ。こんな早朝に」


（………ひぃっ…！）


　夜道で幽ゆう霊れいに出会ったが如ごとく、輝は背筋を凍こおらせた。声は、ちょうど真後ろからした。


（でかい図ずう体たいしてるくせしやがって、どーしてこいつって足音たてねえんだよ…!?）


　恐おそる恐る、輝は振り返る。秋葉が、いつもの通りの仏頂面で仁王立ちに立っていた（ように、輝には見えた）。


　目茶苦茶に荷物を詰つめたスポーツバッグを、輝はさっと後ろに隠かくす。が、そんなことをしても無む駄だなのはわかりきっていた。


（ど、どーゆー顔して会えばいいんだ!?　こーゆー時って…！）


　初めてやられてしまった時よりも、気まずさは倍増していた。昨夜のことは、輝だってちゃんと覚えている。済なし崩くずしとはいえ、自分がどんなふうに乱れたかもはっきりと。


（……………ど、どうやって逃げれば…………）


　手に汗あせを握り締しめ、輝は考えた。が、秋葉のほうはそんな様子を意にも介かいさず、また居い丈たけ高だかに顎あごをしゃくって合図した。


「行くぞ」


「ど、どこへ？」


　思わず聞き返した輝に、背を向けたまま秋葉は告げた。


「朝食」


「え…っ…？」


　当たり前のように言われて、輝は戸と惑まどった。確かにいつの間にか朝食の時刻だった。しかし。


　輝は、背中に隠していたスポーツバッグを取り出して、思い切って秋葉に言った。


「オ、オレ、やっぱりここを出て行こうと……！」


「その必要はない」


　輝の申し出に、秋葉は驚おどろくことさえしなかった。輝がついてくるのが至極当然のように、さっさと食堂へ向かって歩き出す。


（なんだ!?　どういうことだ…!?）


　輝に、「出ていけ」と最初に言ったのは秋葉だ。だから輝は彼の望み通り出て行こうとしたのに、なぜ今になって止めるのか。


「おいっ…ちょっと…！」


　理由を聞こうとして、輝は秋葉を追いかけた。が、秋葉の足取りは速く、結局輝は食堂に同行する羽目になった。








（どーゆーことなんだ──────!?）


　いつもの席につき、朝食を食べ始めても輝にはどうしても不可解だった。聞いても秋葉は理由を言ってくれないし、輝にも深く問い詰める勇気がない。


　砂を食はむようにパンを嚙かじりながら、輝はまたこっそりと目の前に座る秋葉を観察した。


（なんかオレ、いっつもこいつのこと盗ぬすみ見てるみたいでヤダな～…）


　別に見たくて見ているわけではないのだが、面と向かって聞けないことが多すぎるから畢ひつ竟きようこっそり見るしかないのだ。対して秋葉のほうは、ただの一度だってそんな輝の視線を気に止めたことなどなかった。


　窓から差し込む朝日に照らされ、まるでドラマの主人公のように折り目正しく食事する秋葉は、黙だまっていれば相変わらず絶世の美青年だった。輝は、いろんな感情の混じったため息をつく。


（やっぱこいつってすげーナゾ。宇宙人だよ、絶対）


　あんなことの翌日に、何事もなかったかのように振ふる舞まえることがまず謎なぞだし、それを差し引いても秋葉の言動からは人間味らしきものが感じられたことがただの一度もなかった。


　黙もく々もくと通夜のように食事をする二人からはずいぶん離はなれた入り口で、ガシャンと食器を落とす音がした。食堂内に三々五々に散って食事していた生徒たちが、一いつ斉せいに音のした方向を見た。同じように振り向いた輝は、食器を落とした主を見てぎょっとした。


　昨日の昼間、輝と秋葉の部屋を隠し撮どりしようとした、同じクラスの七瀬と長谷川の二人がいた。同じ寮りようで暮らしているのだから、いること自体は別段おかしくはないが、輝の姿を見つけた途と端たんに血相を変えた彼らの態度は尋じん常じようではなかった。


　それもそのはず、輝は昨日彼らから『自分が秋葉のペットとしてここに連れてこられた』ことを聞いたのだから。


（あいつら…！　変なこと言ったら、今度こそ殴なぐる！）


　輝はきつくスプーンを握にぎり締め、彼らを睨にらみつける。視線に気づいて、七瀬がびくりと肩かたを竦すくめた。長谷川のほうが、庇かばうようにして七瀬の肩を抱だき、食堂の隅すみに連れていく。どうやら二人は昨日の騒そう動どうで懲こりているようだった。


（あいつらさえ変なこと言わなきゃ、オレだって秋葉にあんなことされないで済んだかもしれないのに…）


　そう思うと、輝は二人を恨うらまずにはいられない。


　いくら向こうがおとなしくしているとはいえ、いつまでも同じ食堂にいるのは気まずかった。なるべく早く食べ終えて部屋に戻ろうと、輝がスクランブルエッグを搔かき込んだ刹せつ那な、その声は聞こえてきた。


「なぁ、津田沼ってさー、実は宮元会長となんでもねーんだろ？」


（…なに!?）


　料理を飲み込む輝の動きが、ぴたりと止まった。その噂うわさ話ばなしは、輝たちの座る席から一番離れた廊ろう下か側のテーブルから聞こえてきたが、如何いかんせんこの食堂内では食器をこする音くらいしかしないため嫌いやがおうにも耳に入る。


　低く潜ひそめた吐と息いきのような声で、そのテーブルの主たちは言っていた。どうやら一年生の群れのようだった。


「それ、マジ？　だって、会長と同室になるヤツって代々…」


「いや、それが、今回だけは違ちがうんだって。ていうか、宮元会長が『好みじゃない』ってハッキリ言ったらしーぜ、津田沼輝に」


「ええーっ？　それじゃあ津田沼、立場ねえじゃん」


（こ…っこのクソガキども…っ…！）


　ぐにっ、と輝の手の中で、スプーンがいびつな形に曲がった。秋葉に『好みだ』と言われたかったわけでは努ゆめ々ゆめないが、他人からそう言われるのは屈くつ辱じよく的てきで我が慢まんがならない。


（殴ろう！　あいつら！）


　輝は、曲がったスプーンを静かに置いた。当初は秋葉に一矢報いて学校をやめるつもりの輝だったが、その計画が中止になった以上、ターゲットを変へん更こうすることくらい吝やぶさかではない。


　が、おもむろに立ち上がろうとした直前に、輝の目の前でガタンと椅い子すが鳴った。


「えっ？」


　音に驚いて、輝は立ち上がるタイミングを逸いつした。呆ぼう然ぜんと見上げる輝の顔に、陰かげが差した。秋葉の長身が、陽ひ射ざしを遮さえぎったからだ。


　水を打ったような静けさが、食堂内を包んだ。誰もが秋葉に注目した。秋葉は軽く首を傾かたむけて、噂話に興じていた一年生たちを睨ねめつけた。


（こ、恐こわいっ…）


　自分が睨にらまれたわけでもないのに、輝は氷のように固まった。それくらい、秋葉の睥へい睨げいには迫はく力りよくがあった。


　睨まれた当の一年生たちは、輝以上に身を固くして縮こまっている。たった今まで抱いだいていた怒いかりさえも雲散霧む消しようして、輝はついつい一年生たちに同情さえしたくなる。


　秋葉が立っていたのはほんの五秒くらいで、何一つ言葉を発したわけでもなかった。しかしその一いち瞥べつは、どんな雄弁よりも効果を発はつ揮きした。


　それ以降誰一人として、口を開く者、特に、輝や秋葉についてなにか言う者はいなくなった。（すげぇ…けど、やっぱりこいつ、何者なんだ…？）


　睨んだだけで食堂にいた全員、否、大おお袈げ裟さでなく全校生徒が黙るようなことが、普通あるだろうか。


　輝の中で、秋葉への疑ぎ惑わくは膨ふくらむ一方だった。








　朝食を食べ終え、寮の部屋に戻るなり輝は食堂では人目が気になって聞けなかったことを秋葉に聞いてみた。


「なあ、どうして急にオレが出ていくの止めたんだよ？　昨日まではあんなに出て行けって言ってたじゃねーかよ」


『昨日』という単語を口にするだけで、輝は顔から火が出そうだった。秋葉はそんな輝を、二秒ほどおざなりに見つめた後、言った。


「行くところがないんだろう？」


「そ、そりゃ、ないけど…っ」


　そんなのは前からわかりきっていた事情だ。今更秋葉がそのことで心を動かしたのだと言われても、明らかに不自然だ。


　輝がその旨むね伝えると、秋葉は珍めずらしく、少しだけ笑った。優しい微笑ほほえみには程遠かったけれど。


「相性…の問題かな」


「…はっ？」


　ますますわからなくて、輝は目を瞬しばたたかせる。


（相性って…オレと秋葉の…？）


　それなら火を見るよりも明らかだ。


　悪い。


　犬と猿さる、嫁よめと姑しゆうとめよりも最悪だ。


　が、教科書をブックバンドでまとめた秋葉は、輝の横を通り過ぎる際、独り言のように言ってのけた。


「性格じゃない。体の、だ」


「…………はっ!?」


「よかったな。合格だ」


　秋葉が、ぽんと輝の肩を叩たたいて部屋を出ていく。その言葉の意味を輝が理解するには、少々の時間を要した。


（から、だ…？）


　体の相性。それを有り体に言うと、つまり。


（セックスの…相性…？）


　わかった途と端たんに、輝の頭にカーッと大量の血が昇った。血液が沸ふつ騰とうしたらこんな感じだろうと、真しん剣けんに輝は思った。


　輝は慌あわてて秋葉の背中に叫さけんだ。


「ご、合格、って…要いらねえよ、そんなのーっ！」


「行くぞ。遅ち刻こくする」


　もちろんその異議を、秋葉が聞き入れるはずもない。追いかける輝の絶ぜつ叫きようは、虚むなしく廊下に響ひびくばかりだった。


「待てっ、オレは、まだ納得したワケじゃねえ──────────！」
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　結局輝は、そのまま玉条学園に居着くことになった。理由は単純至極、どう考えてもやはり他ほかに行く場所がないからだ。


　そうして輝は、ほとんど済なし崩くずし的に生徒会長・宮元秋葉の『ペット』に納まってしまった。（これ、世間一般では売春て言わねえか…？）


　食堂の『事件』以来、輝が自分のベッドで眠ねむった夜はなかった。あれ以来秋葉は当然のように輝を抱だいたし、輝もまた、二回もセックスしてしまったことで半ば投げやりになってしまい、力尽くででも抵てい抗こうしようという気が失せてしまった。


（まあ女じゃないから、妊にん娠しんとかの心配はないけどな…）


　それに秋葉は、この学校では教師以上の『権力者』だ。秋葉と同室である限り、輝にはなんの不自由もない生活が約束されている。


　野の良ら猫ねこ同然の輝にとってそれは、抗あらがい難がたい魅み力りよくだった。秋葉の他に友達ができないことを除のぞけば、という前提つきだが。


（それに…）


　と、輝は隣となりで眠る秋葉を見み遣やった。


　相変わらず、作り物のように綺き麗れいな寝ね顔がおがそこにある。


（こいつのことは嫌きらいだけど、顔と体は嫌いじゃないしさ…）


　相手が生理的に受け付けない容よう貌ぼうだったなら、いくら行くあてがなくても輝だって即そく座ざに逃にげ出しただろう。


　しかし、幸か不幸か秋葉は美形だ。それも、誰が見てもため息が出るような。


　同性愛の志向のない人間でも、これなら一回くらい試してもいいと気持ちが揺ゆらぐに違ちがいない。輝は密かに、そんなふうに不ふ謹きん慎しんなことを考えていた。


（さいてーだわ、オレ…）


　蒸し暑い空気で肺を満たして、輝はシーツに潜もぐり込んだ。最早嗅かぎなれた秋葉の匂においがした。それは媚び薬やくのように、輝を興奮させる効果を伴ともなっていた。


　気がつくと夏休みが近づいていた。








　輝と秋葉が在ざい籍せきする二年Ａ組に、転入生がやってきたのは夏休みの直前だった。


「こんな時期に転入生？　なんか変だよなあ」


　朝から落ち着きのないクラスメートたちの噂話を、輝は横目で見ながらそっと聞き耳をたてていた。なんとなく、転入生が来るというその噂は気になったからだ。


　輝はさりげなく、隣の席で本を読んでいる秋葉に尋たずねた。


「なあ、今日来るって噂うわさの転入生について、なんか知ってるか？」


「知らない」


　にべもなく、本から顔を上げることもなく秋葉は即答した。噓うそだ、と輝は直感したが、それ以上追及はしなかった。毎晩のように抱き合っていても秋葉の態度は相変わらず冷れい淡たんだ。誰とも、もちろん輝とも、必要以上には一言も喋しやべろうとしない。


　輝は聞こえよがしに舌を打った。


（こいつがなにも知らないなんてこと、あるわけないんだけどなー）


　秋葉は生徒会長だ。しかも、ただの生徒会長ではない。どういう仕組みになっているのかは輝は相変わらず知る由よしもないが、教師よりもこの学校の内部に精通している模様なのだ。転入生が来るという情報だって、知らなかったはずはない。


（なのに、どーしてばっくれるんだよ？　くそ～、気になるな～）


　輝は今朝からずっと、胸むな騒さわぎがしていた。秋葉の秘密主義は今に始まったことではないが、なぜかこの転入生のことだけは、どうしても気になる。


　輝の心配をよそにチャイムは鳴り、ホームルームが始まった。今日に限っては秋葉は席を立たず、どうやら転入生の紹しよう介かいは担任教師が請うけ負おうらしかった。


　固かた唾ずを飲んで椅い子すに座る輝を焦じらすように、教室のドアはゆっくりと開いた。まず最初にしょぼくれた教師が、そして次に、それに続いて入ってきたのは。


（…………あ………っ！）


　輝は驚おどろきで、声も出ない。


　今朝からずっと感じていた胸騒ぎの予感はこれだったのか、と妙みように納なつ得とくしていた。


「ええー、また転校生です。工く藤どう真ま澄すみくん。東京から来たそうです」


　気の入らない声で教師が彼を紹介する。が、今教室で、しゃべっている最中の教師を見ている者はいなかった。秋葉を除のぞく全員が、たった今教きよう壇だんの前に現れた少年─────工藤真澄の姿に釘くぎ付づけだった。


　工藤真澄と紹介された少年は、心なしか不敵な笑みを浮かべ秋葉のほうを見ていた。明るい陽ひ射ざしの下で見ると、彼の髪かみは見事な金色だった。顔立ちもハーフみたいだから決して違い和わ感かんはないが、それにしても派手だ。


　以前『暗がりで』見た時は髪の色まではわからなかったから、輝は余計に驚いていた。


（あいつ！　いつかの夜に、秋葉に乗っかってたヤツじゃん…！）


　間違いなかった。いくら暗かったとはいえ、あんな目立つ美び貌ぼうを見忘れるわけもない。


（なんであいつがここに…!?）


　秋葉はあのことについてもなにも言わなかったし、輝もまた聞きにくかったためあれ以降一度も真実を確かめたりはしなかった。第一、あの出来事が夢でなく現実だったという自信さえ輝には今ひとつなかったのだ。秋葉が肯こう定ていしなければ、ずっと悪い夢だと信じていただろう。　しかしそれが夢ではなかった証しよう拠こに、少年はじっと秋葉ばかりを見つめている。対して秋葉のほうはといえば、相変わらず不ふ貞て腐くされたように外ばかりを見ていた。それは、工藤真澄の視線を避さけているようにも見えなくもない。


（なに!?　なんだこれ、どーゆーことだーッ!?）


　パニックに陥おちいりかける輝をまるで無視して、真澄はすっと華きや奢しやな指を秋葉のほうへ向けて指した。秋葉の隣に座る輝のほうが、その指にどぎまぎする。


　真澄は挑ちよう戦せん的な視線でまっすぐに秋葉を見み据すえたまま言った。


「僕、あそこに座りたい。いいでしょ？　先生」


「え!?」


　教師は驚き、刮かつ目もくした。輝は椅子からずり落ちかけた。


（なんだとぉぉ!?）


　教室内に、ざわっ…と不ふ穏おんなざわめきが走った。よく見ると真澄の手は、秋葉でも輝でもなく、輝の隣に座っているまったく関係のない生徒を指し示していた。


　教師は真澄と、真澄に指差された生徒を交互に見遣り、おろおろと首を振ふっていた。どう答えていいのか、わからなかったらしい。


　答えを出したのは、この教室の真の支配者である秋葉だった。


「勝手にしろ」


「じゃあ僕の席、ここだね」


　真澄はちゃっかりと輝の隣に座っている生徒を押おし退のけ、席についた。いくら秋葉がこの学校を仕切っていることが公然の秘密とはいえ、こんなに堂々と物事を取り決めたのは初めてのことだった。強引に席せき替がえをさせられた生徒は、酸欠の金魚のように口を開き啞あ然ぜんとするばかりだ。


　輝の隣にちゃっかり座ると、真澄は輝かがやくような笑顔で輝に話しかけた。


「初めまして。よろしくね」


「あ、ああ…」


　輝も仕方なく挨あい拶さつを返すが、内心は落ち着かないことこの上ない。すぐにでも秋葉に問い質ただしたいが、まさかクラスの面前でそんなことは聞けない。


　輝はもう一度、隣に座る工藤真澄の顔をよく見た。


（う…っ、すげぇ美形…）


　間近で見ると真澄の顔は、秋葉に負けず劣らず整っていた。秋葉は精せい悍かんで野性味のある顔立ちだが、真澄は血統書付きの猫ねこのようだ。少女のような小作りな顔に、すっと通った鼻び梁りようやはっきりとした二重の瞼まぶたが整然と並んでいる。瞳ひとみの色が自然なアーモンド色だから、欧おう米べい人じんのハーフにしか見えない。


　輝は咄とつ嗟さに「負けた」と思った。


（…はっ！　待てっ、オレは一体なんの勝負をしているんだ…!?）


　なんだかおぞましい感じがして、輝は激はげしく頭を振ってその考えを打ち消した。これではまるで、自分が真澄に対して秋葉を張り合っているようだ。


　その日一日、輝は授業など上の空で少しも耳には入らなかった。








「おい、あれはなんだ!?」


　夕刻、すべての授業が終わって寮りように戻もどるなり、輝は秋葉に問い質した。秋葉は相変わらず振り向きもせず、机の上で鞄かばんを整理しながら答えた。


「あれ、とはなんだ？」


「とぼけんなよ！　今日転校してきたあいつ、工藤真澄ってヤツ！　こ、この前この部屋に…忍び込んできてたヤツじゃねーか！」


　さすがの輝も、「ヤッてたヤツじゃねーか」とは言えなかった。が、真っ赤になってしどろもどろに言えば、言外に言ったも同然だ。


　それでも秋葉はしらばくれる。


「だからなんのことだ」


　怒いかりに任せて、輝は叫さけんだ。


「セ…セックス、してたじゃねーかよ！」


「…………」


　ようやく秋葉が振り向いた。驚いたり怒おこったりしている様子はなく、ただ意外だ、という顔をしていた。


「起きてたのか」


「起きてたよ！　別に寝ね惚ぼけてベッドから落ちたわけじゃねえ！」


　爪つま先さきで立って、輝は背せ伸のびして秋葉に摑つかみかかる。秋葉はそれを、なにか珍ちん獣じゆうでも見るような目で見下ろす。


「言えっ！　あいつ、なんなんだよ!?　そもそもこの学校自体がおかしいし、それに輪をかけてお前がヘンだっっ!!」


　秋葉に対する恐きよう怖ふも忘れて一気に捲まくし立てる輝の背後で、急に聞き慣れない声がした。


「すごいね。宮元秋葉の襟えり首くびを摑むヤツが、この学校にいるなんて思わなかった」


　驚いて振り向くと、争いの火種である工藤真澄がドアに寄りかかって立っていた。


「あーッ！　おまえ…！」


「夏休みまでは僕ぼくもここに住むことになったから、よろしく」


　大声を上げる輝のことはまるで無視して、真澄は荷物で膨ふくらんだスポーツバッグを部屋の中に放ほうりこむ。


　秋葉の聞こえよがしなため息が聞こえた。輝はかまわず、真澄のほうに追及の矛先を向ける。


「おまえ、どーゆーつもりだよ!?」


「僕にはあんたの存在のほうがナゾだけどね？　津田沼輝くん」


　輝が伸ばした手を軽く薙なぎ払い、真澄は挑ちよう発はつ的に言った。


「飼かい犬いぬの分際で、よく主人に手なんかあげるね」


「な…っ」


「いい加減にしろ」


　一いつ触しよく即そく発はつの二人を止めたのは、意外にも秋葉だった。しかし、輝は一歩も引こうとしないし真澄の口も一向に減らない。


「こいつのどこがそんなにエライってゆーんだよ!?　ちょっと親が金持ちなだけだろ!?」


「まさか知らないの？」


　真澄は心底呆あきれた顔をした。


「この学校どころか、この街全体が秋葉のお父さんの物みたいなもんだよ。駅前から山に至るまでのほとんどが秋葉のお父さんの土地だし、この街の基幹産業の織物の工場だってそうだしさ」


「はっ…？」


「真澄、黙だまれ」


　秋葉が命じても、真澄だけは黙らない。


「秋葉、どうしてこいつに教えてやらなかったの？　秋葉らしくないよ。どーしてちゃんと躾しつけないのさ？」


「おまえら…頭、おかしーわ…」


　輝はもう怒る気力もなくして、へたりとその場に座りこんだ。もう、どうにでもしてくれという心境だ。


「住みたければ勝手にここに住めばいいだろ、もともとこの部屋、オレの持ち物ってわけじゃねーんだからッ！」


「言われなくてもそーさせてもらうよ。ね、秋葉」


　輝と真澄に挟はさまれて、秋葉はまた、ため息をついて片手で目を覆おおった。どうやらこの事態は、秋葉にとっても不測のことのようだった。
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　真澄がやってきたその日から、輝には心休まる時はなくなった。寮りようでも学校でも風ふ呂ろ場ばでも食堂でも、真澄は輝の邪じや魔まをした。


　正確には、輝が秋葉といることを執しつ拗ように阻はばんだ。


（別にいいけどよ、オレだって好きで秋葉のヤツとつるんでたワケじゃねえんだから）


　放課後の教室で、一人机に突つっ伏ぷして輝は不ふ貞て腐くされていた。


（けど、なんであいつ、あんなに態度でかいんだ!?　秋葉も秋葉だよ、他ほかのヤツがあんな口きいたら即そくギレするくせに、あいつにはどーして怒らないんだよ！）


　それが輝には憤ふん懣まんやるかたない。まるで秋葉が、真澄を特別扱あつかいしているようだ。


（あいつが来てからなんか部屋が狭せまくて眠ねむれねーし！　あーッムカつく！）


　そう一人ごちて輝は頭を搔かいたが、眠れない理由は他にもあった。


　真澄が部屋にきてから一週間、輝は一度も秋葉とセックスしていない。


（オレ、『ペット』って役割であの部屋にいるのに…いいのかな、秋葉はそれで…）


　もちろん輝がその役割に納なつ得とくしているわけではないが、それでも気になる。真澄のほうはといえば、今日も元気に秋葉につきまとっているのだから。


（工藤真澄も、秋葉のペットなのか？）


　本人もまわりの人間もなにも言わないが、真澄はそのつもりで来たとしか思えない。ただ、真澄と輝の決定的に違ちがう点は、輝に対しては陰かげ口ぐちを叩たたく連中も、真澄に対してはまるで秋葉に対するかのようにやや遠えん慮りようがちに接することだ。


（なーんかヘンなんだよな、この学校。まあヘンといえば、秋葉のヤツが一番ヘンだけど）


　輝は無意識に、そっと自分の腕うでに触ふれてみた。


　真澄が部屋に忍しのび込んできた夜、ベッドから落ちた輝を運んでくれたのは、間違いなく秋葉のはずだ。


（ホントにヘンなヤツ、秋葉って…）


　思いやりなんて微み塵じんもないのに、時々ひどく優しげに見えるのは、絶対にあの顔のせいだと輝は堅かたく信じている。ベッドに運んでくれたのだって、きっと通行の邪魔だったからとかそういう理由に違いない、と。


（秋葉って普ふ段だん、なに考えて生きてんだろ？）


　輝の心はここ数日、秋葉のことでいっぱいだった。秋葉がなにを思いながら自分を抱だいているのか、無性に知りたくてたまらなかった。


「そんなに知りたい？」


「…えっ!?」


　突とつ然ぜん背後から声をかけられ、輝は弾はじかれたように顔を上げた。誰だれもいないはずの夕暮れの教室に、細身の影かげが差している。さらりと肩かたで揺ゆれるその金きん髪ぱつの持ち主は、真澄だった。


　机に腰こし掛かけて、真澄はもう一度輝に聞いた。


「秋葉が、そんなに気になるの？」


「なっ…なんだよ、黙って近づいて来るなよっ！」


　高鳴る心臓を押おさえながら、輝は怒おこった。秋葉といいこの真澄といい、必ず気配を消して背後に立つのでとても心臓に悪い。


（忍にん者じやか、こいつら！）


「そんなに知りたいなら、教えてあげてもいーよ」


　得意気に、からかうように真澄は輝を見下ろして微笑ほほえんだ。輝はぷいっと顔を逸そらしたが、内心ではまだドキドキしていた。


（な、なんでオレが秋葉のこと考えてたってわかるんだよ!?　足音を消すだけじゃなくて、心まで読むのか!?　こいつ…！）


「あのねえ、なんで秋葉があんたのことを邪じや険けんにできても僕ぼくのことは邪険にできないかっていうとー」


　輝が返事をするまでもなく、真澄は俯うつむき、髪を弄もてあそびながら話し始めた。


「それはもちろん、愛情の差、ってヤツだよ」


「……ッ！」


　思わず椅い子すを蹴けって、輝が立ち上がる。不思議と頰ほおが上気していた。激しい憤いきどおりのようなものを感じていた。


　輝のそんな様子を見て、真澄は顔を上げてにやっと意味深な笑い方をした。


「ウソだよ」


「ふざけてんなら帰るぞ。オレはおまえとなんか話したくない！」


　言い捨てて教室から出ていこうとする輝を、真澄が腕を摑つかんで止めた。


「ウソだってば。本当のこと話すよ。秋葉が僕にはあんまり突っけんどんにできないのはね、僕が秋葉のお父さんの会社の取り引き先の子供だから」


「…またウソついてんじゃねえのか？」


「残念ながらこれはホント。だから僕は」


　と、言いかけて、真澄はヒュッと掌てのひらをあげた。パンッ、と乾かわいた音がして、輝の頰が打たれた。


「あんたと違ってペットじゃなくて、秋葉の恋人ってこと。これで自分の立場をわかってもらえたかな？」


「…よーくわかったぜ」


　打たれた頰を指先で軽く拭ぬぐうと、輝は低く呟つぶやいた。


「けど、てめーも一応男なら、平手じゃなくて拳こぶしで殴なぐれ」


　言い返し、輝は拳で思い切り真澄の頰を殴った。ガタタン、といくつかの机と椅子を道連れにして、真澄が教室の床ゆかに倒たおれた。


「寮に帰る。やっぱおまえとなんかしゃべるんじゃなかった！」


　輝は足早に、教室を後にしようとした。が、ドアをくぐった途と端たんになにか固い壁かべのようなものにぶち当たった。


「わっ？」


　慌あわてて顔を上げてみると、日誌を小こ脇わきに抱えた秋葉がいた。輝の頰に、さっと朱しゆが差す。今の遣やり取とりの一部始終を、きっと秋葉も聞いていただろう。


「どけよっ」


　わざと乱暴に言って、輝は秋葉を押し退のけようとした。秋葉は怪け訝げんそうにそれを見送ったが、教室で立ち上がった真澄がそれを見み逃のがさない。


「待ちなよ」


「待たねーよ。おまえらと話すことなんかねえよ！」


　しかし真澄は足速に輝に近づくと、強引にその肩を摑んだ。


「待てってば。秋葉になにも言わなくていいの？　ペットのくせに僕に手を上げたことも、謝らなくていいのかなあ」


「なんだとぉ!?」


「よせ」


　止めたのは秋葉だった。輝と真澄の間に割って入り、二人を引き離はなすようにして襟えりを引っ張る。


「猫ねこのケンカじゃあるまいし、ヘンな止め方すんなっ！」


「そうだよ、秋葉は黙っててよ！」


　二人同時に叫さけばれて、さすがの秋葉も肩をすくめた。それが合図になったかのように、輝と真澄の確かく執しつは決定的になった。


「てめえ、気持ちわりーんだよ！　男のくせに秋葉に擦すり寄って！」


「そっちこそ、体売ってるびんぼー人がなに言ってんの!?」


「おい……」


　二人の狭はざ間まで戸と惑まどう秋葉をまるで無視して、輝がまず先に真澄を殴った。真澄も負けずに殴り返す。


「部屋から出てけよ！」


「そっちこそ！」


「いい加減に…」


　輝の拳こぶしが、再び真澄の頰を捉とらえる。真澄が、輝の足を払はらう。崩くずれ落ちそうになる輝の体を、秋葉が咄とつ嗟さに支えようとした。


　次の刹せつ那な、輝の手が秋葉の目のあたりを薙なぎ払った。


「……ッ！」


　秋葉は声は上げなかった。ただ、苦痛に眉まゆを顰しかめ、右目を強く片手で押さえた。


「秋葉っ!?」


　異変に気づいた真澄が、ハッとして秋葉の顔を覗のぞき込む。輝もつられて秋葉を見た。秋葉の膝ひざが、がくんと床に落ちる。きつく顔を押さえた手から、紅あかい滴したたりが一筋、落ちた。


「秋葉…、眼鏡めがねが…！」


　秋葉の眼鏡が、床に落ちた。レンズの部分に罅ひびが入り、一部が欠けていた。その欠けた破片のある場所は…。


「目…怪け我がしたのか!?」


　輝は血相を変えて秋葉の顔に触れようとした。が、真澄がそれを制して叫んだ。


「校医を呼んできて！　早く！」


「わ、わかった…！」


　血を見たことで動どう揺ようした輝は、言われるままに保健室へと走った。嫌いやな、途と轍てつもなく不吉な予感に包まれていた。


　秋葉は『どこ』を怪我していた？


（目…だ…）


　右目の、眼球だ。輝の大好きな、秋葉の眸ひとみ。


　走りながら、輝はじっと自分の手を見た。


　それを傷つけてしまったのは、他ほかならぬ自分自身のこの手だ。








　その夜、秋葉は寮りように戻もどらなかった。校医を経由して呼ばれた主治医に付つき添そわれ、保健室で一夜を明かすことに決まった。


　寮に戻るなり、輝は真澄に頰を打たれた。


「ふざけるなよ」


　低く、冷たく言ったのは真澄だ。今度は輝も、殴り返さなかった。ただ黙って部屋の真ん中に立ち、じっと俯うつむいた。


「どういうことだよ、秋葉が怪我って！　しかも、悪くすれば右目は失明だ！　全部、あんたが悪いんだからな！」


「…………」


　いくら責められても、輝には返す言葉はなかった。


　真澄が言うのは、全部事実だ。


（オレの…せいだ…）


　自分のせいで、秋葉は怪我をした。それも、ただの怪我ではない。失明するかもしれないというほどの、大怪我だ。


　どれほど責められても、輝には反論できる余地がない。


「これでわかったろ。出ていけよ」


　ひとしきり輝を罵ののしると、真澄は冷たく最後通つう牒ちようを突きつけた。


「ペットのくせに、飼かい主ぬしに逆らったりするから秋葉が怪我をしたんだ。あんた、こういうの向いてないよ。出て行け」


　今日は別の部へ屋やで寝ねるから、と言い残し、真澄は出ていった。確かに今夜、真澄とこの部屋で過ごすのは気まずくて輝にもつらかった。


　輝はそっと、空っぽで冷たく冷えた秋葉のベッドに近づいてみる。


（秋葉…）


　このベッドで、何回も抱だき合った。


（オレのせいで…目が…）


　秋葉のことなんか嫌きらいだ。その気持ちは決して変わらないと輝は思う。


　けれど。


（あいつの目は…、目だけは、なんとなく好きだったな…）


　光の加減で微び妙みように色が変わる右目が、特に好きだった。ビー玉みたいで、懐なつかしかった。眼鏡を外すと少しだけ優しげに見えた。


　それもきっと気のせいだとわかっていたけれど。


　不意に涙なみだが出そうになった。それが純粋に罪悪感からなのか、それとも別の感情を含ふくんだなにかなのかは、輝にもまだわからなかった。もしかしたら、永遠に。








　輝の荷造りが終わったのは、明け方四時近くなってからだった。大した荷物ではないのに、集中できなかったせいかずいぶん時間がかかってしまった。


「これでよし、と」


　膨ふくらんだスポーツバッグのファスナーを閉じて、輝はようやく一息ついた。これで、この部屋を出ていく準備はできた。


（今出発すれば、ちょうど始発くらいに駅に着くかな）


　この場合、無断で出ていくのが正解だろうと輝は思った。誰かに会うのは気まずかった。できれば、誰にも会いたくなかった。


（けど…秋葉には…）


　まだちゃんと謝っていない。そのことについてだけは、輝はずっと気になっていた。怪我を負わせたことについて、きちんと謝りたい。


（……………）


　薄うす暗ぐらい部屋に一人しゃがみこみ、輝はじっと考えこんだ。秋葉に、会いたい。会って、一言でいいから謝りたい。


　それが輝の、偽いつわれない本音だ。


（謝るだけ…なら、いいよな？）


　誰かに許してほしくて、けれど誰もいなくて、輝は自分自身の中に答えを探した。


（もう寝てるかもしれないし…、そしたら、顔を見るだけでもいいや。手紙、残していこう…）


　荷物を抱かかえて、輝はそっと足音を忍しのばせて廊ろう下かに出た。月が明るい夜だった。








　保健室の鍵かぎは、意外にも開いていた。細心の注意を払はらって音をたてないようにドアを開け、輝は明け方の保健室に忍び込んだ。まだ陽は昇らない。


　白い月明りに照らされた窓際のベッドに、秋葉は眠ねむっていた。


（やっぱり、寝てるや）


　片目を痛々しく包帯に覆おおわれて、秋葉は静かに目を閉じていた。輝はそっとその傍かたわらに立った。


（ごめんな…）


　心で呟つぶやいて、指先だけで秋葉の頰ほおに触ふれる。冷たい頰だった。激はげしく抱き合っている時でさえ、秋葉の体は時々冷たい。


　ふとベッドサイドを見み遣やると、片方のレンズが割れた眼鏡があった。少し迷った後、輝はそれをズボンのポケットにしまった。


（壊こわれてるし、もう要らないよな？　こいつんち金持ちだから、すぐに眼鏡くらい買えるだろうし）


　けれど輝は、できれば秋葉には眼鏡をかけずにこの先を過ごしてほしいと願っていた。初めて出会ったあの時の、眼鏡をかけていない秋葉の顔が、少しはにかんだような笑顔が、とても好きだったからだ。


（『好き』…？）


　胸をよぎった一言に、輝自身が戸惑う。


　好き。


　自分が、秋葉を。


（んなわけねーよ。だって、こいつは…！）


　意地悪で、乱暴で、無理矢理あんなことをした相手だ。好きになる理由なんて、ない。


　なのに輝は、秋葉の頰に触れた指を離はなせない。


（行かなきゃ…）


　触れた指先が震ふるえた。


（もう、行かないと…）


　夜が、明けてしまう。


　秋葉が、目を覚ましてしまう。


（話をしたら、駄だ目めだ）


　声を聞いたら、駄目だ。


（でないと）


　秋葉の前で、泣いてしまいそうだった。


　ようやく指が、秋葉の顔から離れた。と同時に、秋葉の手が暗くら闇やみで素早く伸のびて輝の手首を摑つかんだ。


「どこへ行く」


「………あ………」


　もう、限界だった。輝の目から、涙が一ひと雫しずく、落ちた。秋葉は輝が返事をするまで、手を離さなかった。


「オレ…の…」


　消え入りそうな声で、輝は切れ切れに言った。


「目…おまえ、の…オレの、せいで…」


「ああ」


　秋葉は軽く、包帯を押さえた。


「大したことない。気にするな」


「噓うそだ！」


　輝は叫さけんだ。


「真澄が、おまえが失明するかもしれないって言ってた！　オレのせいで、おまえの目が…！」


「失明？」


　途と端たんに秋葉が、怪け訝げんそうな顔になる。


「それはあり得ないな」


「噓だ…っ、どうして急に、優しくするんだよ…？　そんな噓、オレにつかなくったって…！」


「噓じゃない」


　秋葉はゆっくりと、ベッドから起き上がった。


「私の右目はもともとほとんど見えてないから、失明したって大して変わりはない」


「……え？」


　輝は、自分の耳を疑った。


　秋葉は今、なんと言った？


「見えないって…その、目が…？」


「ああ。子供の時からだ」


「だったら…どうして真澄は…！」


「からかわれたんだろう。おまえは真澄に嫌われてるから」


「…………」


　輝の体から、どっと力が抜ぬけた。激しい緊きん張ちようから解とき放はなたれ、涙るい腺せんが壊れたように涙が止まらなくなった。


　けれど心から「よかった」とは言えない。なぜなら、秋葉の目は。


「オレの…」


　頭でなにかを考えるよりも先に、輝はその言葉を口にしていた。


「オレの、角かく膜まくとか移植したら、おまえの目、よくならねえかな…」


　秋葉の眉まゆが、ますます怪訝そうに顰しかめられる。


「…なぜ」


「だってオレ、おまえの目…好きだもん」


　ほとんど無表情に、涙だけを零こぼしながら輝は呟いた。


「そんなきれいなのに…オレの目なんかより、ずっと…」


「……………」


　秋葉は暫しばし、無言で輝の顔を見つめた。ただ、逃にがさないようにしっかりと輝の手首を摑んだままで。


　やがて秋葉は、強引に輝の体を自分の膝ひざに引ひき摺ずり上げた。


　顔を密着させて、秋葉は尋たずねた。


「目だけか」


「……？」


　不思議そうに、輝が泣なき濡ぬれた目を瞬しばたたかせる。


　秋葉はもう一度、言った。


「気に入ってるのは、この目だけなのか」


　抱き寄せられて、輝はかぁっと耳まで紅あかくなる。返答に窮きゆうして、輝は聞き返した。


「…おまえは？　オレの、どこが気に入ってあんなことしたんだよ？」


　嫌われていない。輝はその時、確信した。好かれているかどうかはわからないけれど、少なくとも秋葉は、自分のことを嫌ってはいない、と。


　秋葉は、意地悪そうに笑って言った。


「体」


「ふざけんな…っ」


　途端に興きよ醒ざめして、恥はずかしくなって、輝は秋葉から逃のがれようと身を捩よじる。が、逆に輝の体は、秋葉の下にしっかりと組み敷しかれてしまった。


「全部…私のだ」


　そう囁ささやかれた時の気持ちを、輝は上手うまく表現できない。嬉うれしいのか悲しいのか悔くやしいのか、自分でもわからずにただ闇やみ雲くもに秋葉の腕うでから逃れようともがいた。


「もっと逆らってみろ。そのほうがおもしろい」


　決して逃がさないように腕に力をこめて、秋葉は輝に口づける。怒おこったように輝は言った。


「散々っ…オレのこと、避さけたくせに…！」


「避けたのは、別におまえだからじゃない」


「え？」


　即そく答とうされて、また輝は驚おどろきを隠かくせなかった。


　秋葉は輝の左手を取り、自らの包帯に触れさせた。


「この右目は、子供の頃ころ父の商売敵に一度、潰つぶされた」


「……！」


　輝は咄とつ嗟さに、手を震わせた。


「笑って手招きするから、なにをするかと思えばいきなりだ。…どうもそれ以来、他人に触れらるのが不快で仕方がない」


「ご、ごめん…！」


　傷に触れた手を頰に移して、輝は秋葉を抱きしめた。


「オレ、知らなくて…ごめん…」


「当たり前だ。言ってないからな」


　秋葉らしい言い草だった。輝からの初めての抱ほう擁ようを愉たのしみながら、秋葉は言った。


「私をこの学校に入れて腫はれ物ものを扱あつかうような環かん境きようを作ったのも、父なりの償つぐないなんだろうが…まあ、あまり有あり難がたくはなかった」


　うん、うん、と輝は何度も頷うなずく。


　そうだ、自分は気づいていた、と輝は思った。


　勉強ができても運動ができても、秋葉はいつも孤こ独どくだったじゃないか、と。


　輝の髪かみを撫なでながら、秋葉は少し嬉しそうに微笑ほほえんだ。


「初めておまえを見た時、ずっと年下だと思った」


「悪かったな…っ」


　普ふ段だんなら喰くってかからずにはいられないコンプレックスを指し摘てきされても、輝は今日だけは許そうと内心決めていた。それよりも、秋葉に触ふれていられることのほうが嬉しい。


　秋葉は続けた。


「平気で私に触れてくるし、いくら苛いじめても逃げないから、おもしろかった」


「なんだよ、それっ」


「行くな」


　また泣きそうになって、輝はぎゅっと秋葉にしがみつく。


「どこにも行くな。ここにいろ」


「真澄は…いいのかよ？」


「どうして真澄の名前が出てくるんだ？」


　本気でわからない、といった口調で、秋葉は聞き返してきた。


「真澄は幼なじみで、まあ一応…友人だからな。邪じや険けんにはできない」


「でも…っ！」


　言いたくて、ずっと言えなかった台詞せりふを、ようやく輝は口にした。


「おまえが、あいつとセックスするのは嫌いやだ！　キスするのも、話すのも…やだ！」


「……………」


　秋葉の言葉が一いつ旦たん途と切ぎれた。そのほんの数秒間が、輝には永えい劫ごうの時のように感じられた。


「…わかった」


　輝のシャツを脱ぬがせながら、小さく秋葉は答えた。


「そのかわり…」


「わかってるよ」


　秋葉が続きを言わなくても、輝にはわかっている。


「オレには…なにしても、いいから」








「あァッ…ふ…っ」


　月明りの下、輝の白い肌はだが艶なまめかしく揺ゆれている。大きく、極限まで太ふと股ももを開き、その中心に秋葉の顔を埋うずめられて、必死で声を押おし殺している。


「ンッ…ンッ…！」


　甘い蜜みつでも搾しぼるように、秋葉は執しつ拗ように輝の性器を啜すすった。足を閉じたいのをじっと堪こらえて、輝はその唇くちびるを甘かん受じゆする。


「…自分で拡ひろげてろ」


「ん…」


　言われて、輝はきゅっと両手で自らの双そう丘きゆうの割れ目を開いて動きを止める。秋葉は輝の柔やわらかな肉にく粒つぶを指で搔かき分け、ヌル…と奥おくまで舌を滑すべりこませた。


「は、ふ…っ…！」


　輝の全身に、瘧おこりのような震ふるえが走った。最も早はや自じ慰いなどよりもよほど、秋葉の指と舌が快楽をもたらしてくれることを輝の躰は知っている。


「や、だ…っ」


　奥まで指を突き入れられ、輝は自身の先せん端たんから白はく濁だくを迸ほとばしらせた。度重なる情交で、輝はもう後ろを嬲なぶられるだけで射精できるようになっていた。しかし、輝は両手でペニスを摑つかんで、遂精を耐たえた。まだ、これだけでイキたくはなかった。


「秋、葉…っ」


　淫いん楽らくで掠かすれた声で、輝は秋葉を呼んだ。が、秋葉は一向に答える様子を見せず、輝の秘部から顔を上げようともしない。また愛あい撫ぶの手をペニスに戻もどされて、輝は激はげしく身み悶もだえしながら叫さけんだ。


「やだっ…オレが…秋葉の…する…から…っ！」


「今日はしなくていい」


　短く答えて、秋葉は愛撫を続けた。輝は仕方なく、秋葉の髪に絡からめた指をほどく。


「もぅ……や…っ……」


　ピチャクチャと、猫ねこがミルクを舐なめるような濡ぬれた音が断続的に響ひびく。


「も…だめ…っだ、よ……出る……ァ……ッ！」


　輝の内うち腿ももが、ビクビクと痙けい攣れんを繰くり返かえした。達する直前の兆ちよう候こうだった。


　秋葉は輝の先端を口に含むと、亀き頭とうの割れ目に舌を捩ねじこみ、チュッと音をたててきつく吸った。


「ひぃぅっ！」


　ドクンッ、と秋葉の口の中で、輝のペニスが跳はねた。輝のそれは生き物のように痙攣し、生温く濡れた口こう腔こうで悦よろこびに浸ひたった。


「あ……っ…」


　輝がすべてを吐はき終えても、秋葉はまだ輝を口から解放しようとしない。最後の一滴まで搾り取るように、舌を絡ませ、チュクチュクと啜りあげる。


「もう…いいよ…っ」


　たった今達したばかりなのにまた勃ぼつ起きしてしまいそうで、輝は秋葉の髪を軽く引っ張り、やめてくれるように哀あい願がんした。


「やだよ…また…っ」


　またすぐに、輝の陰いん茎けいは膨ふくらみ始める。そうなるのがわかりきっていたから、輝はやめてくれるよう秋葉に頼んだのだ。


「やん…っ！」


　また指を後こう孔こうに突き入れられ、輝は喘あえいだ。とろとろと引っ切りなしに流れ落ちる精液が、陰茎から会え陰いんを伝って尻しりの狭はざ間まにまで伝っていく。秋葉はそれを、輝の中へ塗ぬり込んだ。


「や、嫌いや……そん…な…っの…！」


　きつく閉ざされていた入り口の皺しわが、秋葉の手でグイグイと開かれていく。狭せまい穴の中までもが、大きく開かれて濡らされていく。


　穴は、外気の冷たさを嫌きらってヒクンと収縮した。


「あァ…く…っ」


　輝のそこは、もうとっくに秋葉のものを飲みこめるくらいに蕩とろけていた。そんなことをしなくても、夜毎繰り返された情事で輝のアヌスはすっかり男根をしゃぶるのに慣れていた。


　秋葉が言った『素質がある』という言葉は、あながち噓うそや揶や揄ゆではなかった。輝自身は決して認めたくはなかったが、輝の躰からだは禁きん忌きの蕾つぼみに太い肉にく杭くいを捩ねじ込まれるのを明らかに悦び、待ち望んでいる。


（秋葉…っ）


　もどかしい淫いん戯ぎに、輝はきつく目を閉じて秋葉を想った。


（早く…っ入れてよぉ…っ）


　輝の内部は、最早爛ただれきっている。早く、熱く硬かたい剛ごう直ちよくで搔かき回してもらわなければ、気が狂くるいそうだった。


　もうペニスへの愛撫はほしくなかった。そこを弄いじくられても、輝は達せない。奥まで捻ねじ入れて、ひときわ太い先端で奥の敏びん感かんな皮ひ膚ふを抉えぐってほしかった。


「秋葉ぁ…っ！」


　呼びかける声は媚び態たいを含み、淫みだらだった。しかし秋葉は、まだ輝を弄もてあそぶ手を止めない。


「もう…っやだ…っ」


「なにが」


　秋葉の意地が悪いのは、わざとではなく天性なのだ。輝はやっと理解した。


「ほしい…っ…よ…」


「だから、なにが？」


　ヌチュ、と秋葉の指が、輝のアヌスで滑すべった。輝は歯を食いしばり、なんとか秋葉の歓かん心しんを買おうと努める。


「秋葉の…入れて…っ…ここに…………」


　輝は、ぐっと両足に力を入れて腰こしを浮かせた。紅あかく爆はぜた入り口が、奥まで淫らに秋葉の目の前に晒さらされる。


　すると秋葉は、突然なにを思ったか、脱ぬぎ捨ててあったパジャマを拾いボタンを引き千切り始めた。


「あ…っ？」


　すぐに入れてもらえると思っていたのに期待を裏切られて、輝は無意識に不満気な声を漏もらしていた。


　秋葉の手に握にぎられたボタンは、五つだ。怪け訝げんそうな顔をして見つめる輝の目の前で、それは輝自身のアヌスの入り口へと押おしつけられた。


　そして。


「やぁっ…なに……っ!?」


「動くな」


　暴れる足を押さえつけ、秋葉はボタンを一つずつ、輝の中へと押し込んだ。濡れて滑る小さな穴は、いとも容易たやすくそれを飲み込んでしまう。


「やだっやだ…っ！　そんなの…っ入れ…るなよぉ…っ！」


　いくら輝が頼んでも、秋葉はまったく聞き入れない。ヌクッ…ヌリュ…といやらしい感かん触しよくとともに、輝の内部にはすべてのボタンが入れられた。


「う、ゥ…ッく…ッ！」


　一いつ旦たんボタンを入れ終えると、秋葉はなにかを試すように輝の中を指で搔き回した。淫液とボタンとが擦こすれあい、輝は微細な体内を刺し激げきされてまた達した。


　秋葉の指が、引き抜かれる。


　輝の太股が、ぐっと持ち上げられた。


　まさか、と輝は気色ばんだ。


「や……秋…っ」


　止めようとした時には、もう遅おそかった。ボタンが入ったままの輝のアヌスに、ぐぅっと根元まで秋葉のものが突つき刺ささる。


「ヒ、ァァァッ！」


　痛みとは違ちがう悲鳴を、輝は喉のどから迸らせた。


　熱く蕩けた媚肉の中で、ボタンが陰茎にこすられ、搔き回され、輝の内部を蹂じゆう躙りんする。敏感な中が、熱く焼けて焦こげつきそうになる。


「やだっ…秋、葉…やぁぁんっ……！」


「痛くないな？」


　痛みはなかった。が、輝にはそれは刺激が強すぎる。気が狂いそうな欲望で、射精が止められなくなる。


「中で…っゴリゴリするよぉ…ッ！」


　ビュクンッ、と輝のペニスが跳ねた。もう何度も達しているそこからは、微量な蜜しか溢あふれてこない。


　しかし、出すものがなくなっても快感は止まらない。


「く、ひぃぅ…っ！」


　濡れた内ない壁へきで、コリュ…ックリュ…ッと引っ切りなしに音がする。輝はそれを聞きながら、もう何も飛ばせないペニスをヒクつかせた。奈な落らくのような快楽だった。


「もう…っやだよおぉ…っ！」


　輝が泣きじゃくると、ようやく秋葉は動きを止めて射精した。輝の体内に、ビュッと熱い迸ほとばしりが浴びせかけられる。輝は無意識にアヌスを収しゆう斂れんさせ、それを飲んだ。


「あぅぅ…っ」


　抜かれる感触にさえ、輝は喘あえいだ。ボタンは、中に注ぎこまれた大量の精液とともにまだ体内にある。


　恨うらみがましく睨にらみつけて、輝は秋葉に言った。


「ボタン…ッ取れよ…っ！」


「後ろを向け」


　仕方なく輝は、秋葉に尻を向けてベッドに這はった。自分の手では取り出す自信がなかったのだ。


　秋葉の指が、容よう赦しやなく輝の後孔を抉る。


「ン…や…っ」


　感じるなと言われても不可能な快感が、また輝を苛さいなむ。秋葉の長く繊せん細さいな指が、精液とともにボタンを搔かき出していく。


「力を入れろ。自分でも出せるだろう？」


「やだ…っ」


　言われても、輝は聞き入れなかった。そんな恥ずかしいこと、絶対にしたくなかった。二個目のボタンが取れた瞬しゆん間かん、輝は背後に熱気を感じた。


「あ……っ？」


　ぴと…と熱い切っ先が、蕾の入り口を塞ふさいだ。輝が振ふり返るよりも早く、またそれは根元まで突き入れられていた。


「やぁ…ぅ…っ！　なん…で…っ!?」


「そんな恥ずかしい格好をして、よく言うな」


「だって…っそれは…っ！」


　秋葉が無理矢理させたのに、と言いたくても、輝にはもうまともな言葉は紡つむげない。


「んん…ふ…っ！」


　背後から、秋葉が陰茎を突き入れるたびに、輝のアヌスからは注がれた蜜みつが溢れ出す。ボタンはまだ、三つも残っている。


　輝はまた、果てのない淫行を堪たえる羽目になる。


「もぅ…っやだっ、や、なんだっ…てば…ぁ…！」


　輝が訴うつたえると、秋葉は背後から輝のペニスに手を伸のばした。萎なえたままのそれを激はげしく擦りあげられて、輝は「やっ」とかぶりを振る。


「まだ出るだろう。出させてやるよ」


「もぅ…っいいよっ、出な、やっ！」


　ジュクジュクと音をたてて後ろを搔き回され、前のペニスをこすられると、輝の頭の中は真っ白になった。


　自分の手ではもういくらこすっても勃たたないのに、秋葉にそうされると際限なく勃起してしまう。


「秋葉…っ秋、葉…っ！」


　秋葉の掌てのひらを白い蜜で濡らして、輝は一生懸命秋葉に告げた。


「後ろ…からじゃ、やだ…っ」


「どうして」


　不思議そうに、秋葉が聞く。


　輝はごくりと喉のどを鳴らし、セックスよりも恥はずかしい思いをしながら告げた。


「顔…見ながら、イキたい…っ」


「………！」


　途と端たんに秋葉の顔に、なんとも表現し難がたい複雑な表情が浮うかんだのを輝は決して忘れないだろう。


　冷血で、無表情な秋葉の仮面が、一瞬で割れてしまった瞬間を。


「ン、ん…っ」


　再び抱き合って、輝は秋葉と深く唇を重ねた。


　秋葉が、体の中にいる。


　秋葉の体温。秋葉の鼓こ動どう。


　そういうものを感じることが、輝にはなによりも嬉うれしかった。
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「ここはもともと、精神病院だったんだ」


　白々と夜が明ける頃ころ、秋葉は輝の頭を腕うでに乗せ、話してくれた。


「その建物を、終戦後にうちの祖父じいさんが買い取って学校を建てた。だから窓に鉄格子が入ったままなんだ」


「普ふ通つうは学校にするって決めた時点で撤てつ去きよしないか？　それ」


「面めん倒どうだったんだろ」


「さすがはおまえの祖父さんだなぁ…」


　しみじみと呟つぶやいて、輝は裸はだかの秋葉の胸に頰ほおを擦すり寄せた。結局昨日は一いつ睡すいもしなかったから、激しい眠ねむ気けに襲おそわれていた。


「寝ねるな。そろそろ人が来るぞ」


「いーよ、別に。オレ、学校公認のペットなんだろ？」


　言って、輝がにやりと笑うと、今度は秋葉のほうが少し引き気味になった。


「…開き直ったな」


「へへっ。だってオレ、行く所ないしー」


　言っていることとは裏腹に、輝の声音は頗すこぶる明るい。


（オレの居場所は、ここだもん）


　輝にはようやく、その自信ができた。


　秋葉が『行くな』と言ってくれたから。


　幸せに浸ひたる輝を抱き起こして、秋葉は服を搔かき集め始めた。


「起きるぞ。服を着ろ」


「えー？　起きるの？　いいじゃん、寝てようよ」


「時間通りに予定が進まないと気がすまないたちなんだ。おまえのせいで、昨日はずいぶん午後の予定が狂くるったし」


「う……っ」


　輝は一瞬、返事に窮きゆうした。


「なんだよー、責めないんじゃなかったのかよっ」


「怪け我がに関しては大事に至らなかったから責めないが、予定が狂ったことに関しては激しく責めている」


（ちくしょ～、やっぱこいつ性格悪い…！）


　せっかくの幸せな気分を壊こわされて、輝は頰を膨ふくらませながら嫌いや々いや服に袖そでを通した。着き替がえが終わると、ドアに寄りかかって待っている秋葉のもとへと小走りに向かう。


「用意できたよ。寮りように戻もどるのか？」


「ああ」


　短く答えて、秋葉は首を傾かたむけた。それがキスの合図であることを、輝の唇くちびるはよく知っている。


　先刻までの激しいセックスが噓うそのように、優しく唇が重なった。


（なんか…普通に、キスできる…）


　輝にはそれが、嬉しくて仕方がない。


　秋葉と、キスできる。これからもずっと、いっしょにいられる。


　しかし、そんな幸せな気分も長くは続かなかった。


「…どういうこと？」


　突とつ如じよ、秋葉の背中から声がした。二人は同時に驚おどろいて、ばっと素早く唇を離す。秋葉が、振り向いた。輝も、秋葉の体越ごしに声の主を見た。


　呆ぼう然ぜんと、しかし怒いかりを露あらわに滲にじませた工藤真澄が、いつのまにか立っていた。


　真澄は秋葉ではなく、輝に摑つかみかかった。


「秋葉の様子を見にきてみれば、どーしてあんたがいるんだよ！　なんで昨夜のうちに出ていってないんだ!?　秋葉になにしたんだよ──────!?」


「…あ」


　あまりにも幸せで、輝は真澄の存在を根底から忘れていた。


「忘れてた…」


　と、思わず呟つぶやいた輝に、真澄は完全に理性を失った。


「なんだよ、それ！　忘れてたって、どーゆーこと!?　秋葉に怪我までさせておきながら、よくそういう…！」


「おい、秋葉!?」


　争う二人を置いてこっそりと逃にげようとする秋葉の背中を、慌あわてて輝は引き止めた。


「秋葉、あいつをどーにかしろよ！」


「…善処する」


　呟いた秋葉の声には、いかにも覇は気きがない。今度は輝が怒おこる番だった。


「なんだよ、それ─────っ！　部屋、どーすんだよ!?　まさか三人のままなのか!?」


「夏が終われば、真澄は元の学校に戻るだろう。もともと父親と、そういう約束できたはずだし…」


「言っとくけど僕、帰らないからね！　秋葉を連れて帰るまでは！」


「ふざけんなーっ！　秋葉はオレといるんだよ！　秋葉が失明しただなんて噓までつきやがって、あつかましいのはてめえのほうだっ！」


　激しく罵ののしりあう二人を置いて、秋葉はそそくさと保健室を後にした。


　どうやら宮元秋葉にも、予定が狂うことの他ほかに苦手なことがあるらしかった。







ＥＮＤ　





王おう様さまのペット





水み戸といずみ
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